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せんよう ほしぞら か あ 

このたびは“ニンテンド _ ds ” 専用ソフト r 星空のコミックガーデン j をお買い上げいた 

まこと 

だき、誠にありがとうごさいます。 

しよう まえ とりあつかいせつめいしょ よ ただしようほうほラ 怒いよラ 

ご使用になる前に、この r 取扱説明書」をよくお読みいただき、正しい使用方法でご愛用 

とり®つかいせ〇めいしょ たいせつ ほかん 

ください。なお、この『取扱説明書』は大切に保管してください 


〇 


，::乂でぷみ.•初- ... rvV ^- i ' v '! 

輝. G ほ;ソ:: ,:： ：：■ ；： ：. :；；；■：： I 

:圏 


相んぜん レよ 3 

■.に使爾していただく力 
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A けいこぐ 

mm 

けんこラ たの へや あか し よう とく ちい 

〇健康のため、ゲームをお楽しみになるときは、部屋を明るくして使用してください。特に小さな 

こさまあそ ほごしゃ かた めとど あそ 

お子様が遊ばれるときは、保護者の方の目の届くところで遊ばせるようにしてください。 

つか じょうたし、 しようれんぞく ちょうじかん しよラ けんこうじょうこの さ 

□ 疲れた状態での使用、連続して長時間にわたる使用は、健康上好ましくあ D ませんので避けてく 

てきど きゅうけい じかん 

ださい D また、ゲームをするときは適度に休憩をとつてくださし V めやすとして1時間ごとに10 

ふんしようきゆうし 

〜15分の小休止をおすすめします。 

〇よ ひかり しげき てんめつ ラ が めん み いちじ 

〇ごくまれに、強い光の刺激や、点減を受けたり、テレビの画面などを見たりしているときに、一時 

てき きん[こく し）しき そラしつ けいけん ひと しようじよきけいけん ひと 

的に筋肉のけいれんや意識の喪失などを経験する人がいます。こうした症状を経験した人は、ゲー 

ま兗 かな S し〗し モ亡だん ちゅ5 しょラじょラ 33 ばあい 

ムをする前に必ず医師と相談して■ください。また、ゲーム中にこのような症状が起きた場合には、 

ただ ちゆ5し いし しんさつ う 

直ちにゲームを中止し、医師の診察を受けてください。 

ちゅう は [ナ ひろうかん ©りものよ に しょラじょラ かん め て ラで ひろラ ふ 

□ ゲーム中にめましぃ吐き気•疲労感■乗物酔いに似た症状などを感じたり、目や手*腕に疲労、不 

かい い fc かん tctt ちゅ5し ご かいかん つづ ばあい 

快や痛みを感じたときは、直ちにゲームを中止してください。その後も不快感が続いている場合 

いし しんさつ う おこた ばあいちょうき しょうがい ひ お かのラせし\ 

は医師の診察を受けてください。それを怠った場合、長期にわたる障害を引き起こす可能性が 
あります。 

ほか よラいん て 5で いちぶ しょ3がい みと つか ぱあい 

a 他の要因により、手や腕の一部に障害が認められたり、疲れている場合は、ゲームをすることによっ 

しょ3じょう S フか か のラせい ぱ©い まえ し〗し そうだん 

て、症状が悪化する可能性があります。そのような場合は、ゲームをする前に医師に相談してく 
ださし\。 

しよう だいおんじょう ちょうじかんき なんちょラ おそ よ 

a ステレオヘッドホンを使用して大音量で長時間聞いていると難聴になる恐れがあります。呼びか 

へんじ おんりょう しよ:ラ みみ 1> 33 みみな いじょう 

けられて返事ができるくらいの音量で使用してください。もし、耳の疲労や耳鳴りのような異常 

き いつたんしよう ち1¢うし ご みみな いじょう つづ ばあい いし しんさつ 

に気づいたら一旦使用を中止し、その後も耳鳴りのような異常が続いている場合は医師の診察 
を受けてください。 

























A けいこく 

ZL 警告 


ラんてんちゆ 5 ある しよ3 ぜったい 

□ 運転中や歩きながらの使用は絶対にしないでください。 

a Mi - S でのにっいて、航空法により、離着陸時のあらゆる使用ゃ飛行中の無線通信の使 

ようきんし しよばつたいしょラ ぜっな;い 

用は禁止されており、処罰の対象にもなりますので絶対にしないでください。 

口 1 S の li ゃバスなど、 ill した4諸では、芯1ペースメーカーを装着している方がいる哥能 

せい つラしん 

性があるため、ワイヤレス通信をしないでください。 

a iiS ゃなどでは、 & Iii が Si されてぃる4答がぁります。そのょぅな愚諸 

つ5しんき©う ぜったい しよう 

では、ワイヤレス通信機能を絶対に使用しないでください。 

でんげん へんそぐてんめつ 〇うしんきのラ オン 

※電源ランプが変速点滅しているときは、ワイヤレス通信機能が ON になっています。 

しん羊 .T そ3ちゃぐ かた つ3しん おこな ぱあし〗 しんぞう 

0心|蔵べースメーカーを装着されている方がワイヤレス通信プレイを行う場合は、心臓ペースメ- 

そうちゃくぶ い いじょうはな 

カー■の装着部位か! 522 cm 以上離してください。 

ちい こさ茉 て とどばしょ ほかん あやま の こ かのうせい 

□ DS 力ードを小さいお子様の手の届く場所に保管しないでくださし、誤って飲み込む可能性があります。 

A ちゆ 3 い 

—注意 

きんぞ< ぶひん ふく ち き けん 

a ds カード、力ードケースにはプラスチック、金属部品が含まれています。燃やすと危険ですので、 

はいき ばあいか<じちたいしじしたが 

廃棄する場合は各自治体の指示に従ってください。 

しよラじょう 

使用上のおねがい 

__ _ I ^ はしょしっけ ゆ.-.-.. ^ 

□ 直射日光の当たる場所、高温になる場所、湿気やホコリ、油煙の多い場所での使用、保管はしな 


ちよくしや[こっこラあ 


ぱしよこラ®ん 


ゆえんおおばしょ 


しよ3 [ i かん 


て あせ 


て 


いでください。 

□ 本体の電源 V ランプが点灯したまま、 DS 力ードを抜き差ししないでください。 

fe た 3んぼ5 とりあつか 

〇ひねったり、叩きつけるなど乱暴な取扱いをしないでください。 

〇各顏などと2編に 1 まって裴 i をし r こり、をこぼし r こり、水没させたり、■れた手や汗ばんだ手 
で触ったりしないでください。 

□ 子部に指や金属で触ったり、息を吹きかけたり、異物を入れたりしないでください 
a 分解や改造をしないでください。 

ほんたいさ こ む たし さ こ 

□ 本体に差し込むときは、 DS カードの向きを確かめて差し込んでください。 

を |忒つゆ 

〇シンナーやベンジンなどの揮発油、アルコールなどではふかないでくださし U 清掃は乾いた布 

かる 

で軽くふいてください。 


〇 


せいそ5 かわ ぬの 























タツチスタ U —ンの基取操作 


きほんモラさ つぎ しゅるい 

タッチペンでの基本操作には V 次の2種類があります 


0 



ツチする 






タッチベンでタッチスクリーンを軽く押す 
操作を「タッチする」と言います 


〇 


ス，ィ H す蚤 


かるあ 

タッチペンをタッチスクリーンに軽く当て 

がめん そ3さ 

たまま、画面をなぞる操作を「スライドする」 


し\ 


と言います 


Q 






タッチスクンに II するこ ! is 

そラさ ほんたいふそく ち味ラ し rii 

□ タッチスクリーンの操作は、本体付属のタッチペン、またはゲーム中に指定された 


そ亏さ 


ちので操作してぐださい。 

吞ず へんけレ しよラ 

〇傷ついたタッチペンや変形したタッチペンを使用しないでください。 

一 ） e 'づ11う 

〇タッチスク u — ンを強い力でこすつたり、押したりしないでください。 

つめ n ： モラさ 

〇爪を立てて操作しないでください。 

3文が めん 

D 上画面をタツチペンなどでこす5ないでください。 

すな がした お 

〇タツチスクリーンに砂やゴミ、お菓子の食べかすなどを落とさないでください。 

しはん m ご は つ ば ae い I 承ご とりあつかいせつめいしょ よ 

a 市販の保護シートを貼り付ける場合は、保護シートの取扱説明書をよく読んで、ゴミ 

き [士し 1 1 す- p 土 [ま — 1 

や気泡が入6ないように正しく貼り付けてください。 
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K 




l よし .vi fN こ 

——ム爆繼縮 


培んたいでんげん オフ か < にん さ 

h 本体の電源が OFF になっていることを確認してか5、 DS カード差し 

こ ぐち ほしぞら 右と 

込み口に「星空のコミックガーデン」の DS 力一■ドをカチッと音がす 
るまで、しっかり差し込んでください。 

ほんたいでんげん オン みき が©んひょうじ ないよう 〇か y 

2. 本体の電源を ON にすると右の画面が表示されますので内容を理解 
されたら、タッチスクリーンをタッチしてください。 

がめん ほしぞ5 

3. DS メニュー画面の「星空のコミックガーデン」のパネルをタッチし 

はじ 

てください。 ゲームが 始まります。 

ほんたい € H3 せってい ぱ as い そフさ 

※本体の起動モードを才一トモードに設定している場合、この操作 

ひつよう くわ ほんたいと D® つか U せつ(&いしょ らん 

は必要ありません。詳しくは、本体取扱説明書をご覧ください。 

いご そラさほうほラ 5ん 

4. 以後の操作方法は5ページをご黧ください。 


ゲーム?^に本体を閉じるとスリープモードになり、バッテリーパックの消費を抑えるこ 

ほんたし\ as かいじよ 

とができます。スリープモードは本体を開くと解除されます。 
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服娜的麗邮 り⑽-•しんがくめいもんこピそ:今左表ム _ _ 

翅清議 | p 2^^ 進学名門校を卒業し、 If 1 

砂'，’絲ぃ.と-お だいがく ：にゆうがぐ m こころなに ひ 

親蹲期待通 y 〇大学に入学知§愛璋を办、い黎あ心に何かが引 ^irmmm 

.こども ころ ゆめ竈潑把ザ^ 

それは子供ぬ頃からの夢、^#？/象靡 S こと。 : 


つた ものがたり せかい み b よラ 


3さなころ で® あいり たの え つた ものがたり せかい みりよフ 

幼い頃にあったある出会いから、愛理は楽しい絵とそれが伝える物語の世界メこ魅了されていた。 

1し.. おさななじみ 祛だちり泣う鶴.こうかい mx せなか，.へ忌： 

香れを知ってい:好幼馴染 Q 安達堯[■「後悔支灸前 P やってみろ」と背中萄傾む 

い BfeW [柄 しん. だいがく：せい .ち A 或んき私が tt ;に^:ぐ: _ は： こと 

愛理は一大決心杏して、大学生と超人気漫画家0アシスタントという二車0晶^穿を履く事になる 

あいり こうどう りよ3しん はんばつ 'か 

そんな愛理の行動は、やが X 両親の反発を買うことになる。 

m お せんたく あいり . :どラきよに-ん りよ5 いえこる こ こと 

夢彥追令二とを選_备愛理_數玲_居人がい晏亮〇家に転が y 込む事になるが…。 
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R ポタン 


も しよう そうさ 

このゲームは主にタッチペンを使用して操作します 

電源スイッチ 


【アドべ Y チヤ 

ち!¢5 


モード中にオプ 

シヨンメニュー 

を呼び出します】 



□ 


□ 






_ 


L ポタン 


かく 


【セリフウィンドウを隠します】 

じゆうじ ひだり 

_字ボタ看左 



じゆ3じ うえ 

+字ボタン上 

きのラ 

【スキップ機能•セリフを 
高速早送りします】 

じゅラじ じよラ If 

ぶ 十字ポタン上下 



かくにん 


たくじ せんたくし えら 

12〜3択時、選択肢を選びます】 

じゆラじ みぎ 

十字ポタン右 

おく およせんたく け〇てい おこ 

【セリフ送り及び選択の決定を行います】 

じゆラじ した ©< 

+字ボタン下【セリフを送ります】 

きのう みどく ちゅうい 




[/ C ックログの確認ができます】 

※スキップ機能は未読メッセージもスキップします。ご注意下さし y 


〇 



タッチバネルでの操作 

おく すす しんこう 

【セリフ送り】タッチパネルをタッチするとセリフが進み、ゲームが進行し 




ます。 

た< どめ せんたく どめ けゥてい 

【2〜3択 I 1度目のタッチで選択、2度目のタッチで決定をします 


0 


mg/mmm 
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本作は全ス II 仕立てになっており、『アドベンチャーモード』と『コミック 
モード』を交互に行うことで進行していきます。 

はじ かいし 

は U © か5 : ゲームを始めから開始します。 


-,む'ん 
つづれ'冬 
メレ ; Sl Z 


セーブデータが あれば、 ゲームを 続きから始める 事が 出来 


かくし味せフていへんこラ 

各種設定が変更できま写 

しんこう 

W ゲームを進行すると、「ギャラリー」「キャラクター朮イス」 
の新しいモードが追加されます。 

ちゅラみ でき 

ギャラリー： ゲームプレイ中に見ることが出来たイベントグラフィックを 

鑑賞することが出来ます。 

とくてい むか 

キャラクター 特定のキャラクターのエンディングを迎えると、キャストの 
ボイス： ミニトークを聞くことが出来ます。 


" ：1 


〇 


'へ..，‘兑 




ゲーム開 $ 台 fl 寺に、プレイヤ_名を入力しま芍 

がめん ちど 

もど S タイトル画面に戻ります。 

6 じ[ナ さいご彳こ油うりょく もじ さくじょ 

艾字消 t 最後に入力した1文字を削除します 

けコ てい 【こゅうりょく なまえ けってい 

決 定 入力した名前で決定しま芎 


き 


. mwmmmAmmm -, 

•''い.八 Am . む成 ：3 


〇 


〇 


びんしにゅつ〇ょ、 ちじれつ いちばんうえ おん かし5もじ さいしょ ひょラじ 

文字列の一番上に、「あ•か•さ•た•な…」と50音の頭文字が最初に表示されます。 

もじ おなおん はじ かんじ したひょうじ おな 

ひらがな文字をタッチすると、同じ音から始まる漢字が下に表示されます。同じひら 

つづ cfc 5 おん か 

がなをタッチし続けると、「あ•いづ•え•お•あ…」の様に、音が変わっていきます。 
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___麵 


コミックモードや、マップに移行する前等、物語の節目にアイキャッチ画面 
が入ります。 

がめん こラ D や< こラかんど かぐ[こん聆よ 

アイキャッチ画面では攻略キャラクターの好感度の確認、及びデータのセー 
ブ•□ー ドが f ラえま芍 


〇 


セーブ、または □_ ドしたいデータをタッチペンで選択します。 

2度押しで、決定します。 

デ_夕は6箇所までセーブが可能です。 

h ' く みぎはしじよラげ ひよラじ 

隠れているデータは、右端上下アイコンをタッチすることによって表示さ 
れます。 


上 '..' -- 

33んりょうせってい 

BGM , SE 、 VOICE の音量を設定できま t 

なが そくど せってい 


.•，•■十 1 i:.v 


〇 


ill 


シナリオを強制的に中断して、タイトル丽に戻りま3 

しんころちゆつ 

※ゲーム進行中のみ 


〇 


セーブデータ • ギャラリー_キャラクターボイス•クリアー状況など全てのデータを初 

ぎか こ3【こゅラじ おなじよラたい 

期化して、購入時と同じ状態にします。 

しょきか しよきか まえ ちど 

※初期化をしてしまうと、初期化をする前のデ_夕に戻すことはできません。 


_3鍾 


ぐ 
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す ばし* い 

フリ_パ_卜では、好きな場所へ行くことができます。 

さゆ5やじるし こと がめんぜんたい さゆう 3ご 

左右矢印のバーをスライドさせる事によってマップ画面全体を左右に動かせま芎 

しんこラ 

キャラクターアイコンのあるポイントをタッチすると、ス I -ーリーが進行していきます。 

かし いえ ひよなか だれ 

お菓子の家には、キャラクターアイコンが表示されていなくても中に誰かがいるかもしれません 


〇 


〇 


タッチしてみましよう！ 

じぶん へや やす だれ ^ じかん[ナいか 

自分の部屋で休むと誰にも会わないで時間が経過します。 




〇. 
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はなど つか さまざま 

コミックモードでは、ペン入れ、ホワイト、トーン貼り等タッチベンを使った様々なテクニックでコミッ 

げんこ@かんせい 

ク原稿を完成させていきます。 一 

じかんない せ U こ5 となり がめん てつだ だんせい こラかんと いっ走 

時間内に成功させると、隣の画面で手伝ってくれた男性の好感度が一気にアップ！ 

ス I ^ ー リーに II わる Q & A タイムもあるので、しっかりシナリオを把握しておくことも大事です。 


いっかいめ 

①一回目コ H ックモード 


A ™ トゲ …… S 


• m . 

し ^ しかん 

締め切り麵 


in 






とど5咅せんせい じぶん れんし中3 おこな 

矗木先生のアシスタントや、自分のマンガの練習を行います。 

かくさぎよ5 じかんない せいこ5 

各作業につき、3ページを時間内に「成功」させなければなりません。 

せってい し き じふん す しっは:い 

1ページにつき、設定された締め切り時間を過ぎてしまうと「失敗」になります。 

せいこラ た か》 ちよくご t 、こ?せ i 

「成功」することでハートゲージが溜まり、その数によって直後のアドベンチャーモードで I 女略対象 

こ3かんど かいわ か 

キャラクターの好感度や会話が変わります。 




ザ- 


r ： f 


t r 


广 














































主人公を箱だたぜるには、 
ごんな:17を使ですか？ 


V: •.こ 


にかいめ 

( D 二回目: 3 H ックモード: Q&A 






にかいめ さ<が 

③二回目コミックモード：作 M 


一トゲージ， I 締め切り時間 コミックアイコン 
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かか レつしょ 

ス I -ーリーに関わるキャラクターと一緒にマン 

さぎょ3 石こな 

ガの作業を行います。 

か< さぎょ5 じかんない せいこ3 

各作業につき、3ページを時間内に r 成功」さ 
せなければなりません。 

SK せつてい し 苷 じかん す 

各べ_ジに設定された締め切り時間を過ぎて 

しつばい 

しまうと「失敗」になります。 

rl % j することでハート乞ージが - まり、そ 

の数によって隣画面にいる攻略対象キャラク 

こ5かんど かいわ か 

夕一の好感度や会話が変わります。 

いっかいめ 

r コミックアイコン j は一回目のコミックモード 

せいこ5どおよ せいこ5どあねら 

の成功度、及び Q & A の成功度を表しています^ 
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抓かいコマ對 D 


大ぎなコ7 


f 1 一 * ■ ■メ 

糧 - 


にかいめ かいし まえ こうりゃく 

二回目のコミックモードを開始する前に t 攻略 

たいしよう ' おこな 

対象キヤラクターとの Q & A が行われます 

ほんべん かか さんたぐしつもん 

本編やコミックに関わる三択質問になります。 

ただ こた こ4 こ令りいしょラ こう 

正しく答える事で、攻略対象キャラクターの好 

かんど か 

感度が変わります 


，あえて出さない 











































































⑩ラフ描き 

m しろ よ5し が 

真っ白な用紙にタッチベンでラフ描きをします 

よラし 3亲 か でき 

用紙のどこかをこすっていくと上手くラフを描くことが出来ます。 


⑩消しカスは5い 



拳ペン入れ 

あか せんそ せんか 

赤いガイド線に沿って，タッチペンで線を描いていきます 

じかんないすべか ほんせんでき 

時間内に全て描ききれば v キレイな本線の出来あがりです。 


せん け け と违 け がめんがい 

ラフ線を消しゴムで消した時の消しカスを、タッチペンで画面外 
にはらし〗ます。 

じかんない すべ 

時間内に全てはらえれば 0 K です。 


せんひ 

響ワク線引き 

はいいろ そ ちょくせんひ 

灰色のガイドに沿って、キレイな直線を弓ついていきましょう 
内に全て齒ききれば、ワク疏の出％あがりです。 


〇 


Iまか いろいろ とうじよ3 

この他にも色々なテクニックが登钃します! 
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安達亮 


さいせいしゆういんだいがく ねんせい 

21歳、清秋院大学3年生 

しゆじんこラおさなころ みまも 


大手製菓会社シルグラッセの会長を父に 

も しよラ5いあと つ こと よぎ 

持ち、将来は跡を継ぐ事を余儀なくされ 

りようしんベつてい まか かん 

ている。両親の別邸を任されており、管 

りせ连(こんしや へや ちじんゆラじん か 

理責任者として部屋を知人友人に貸して 

いる。 1:,:ドダ 
















I ; 






-, = _ - 




けいにんき 


フシギ系人気マンガ家 

匕どろき けぃご j 

森木圭吾 

し w じんこ3 おおてし摻3ばんしゃ しゆラえんしゃ 

主人公がアシスタントをしている、大手出版社*秀苑社 

かんばん か さい I こん迕 3なぎ¢>15 

の看板マンガ家。£0歳にデビューしてから人気が鰻上り。 

おもてぶたい た こ亡ほとん 

しかし表舞台に立つ事は殆どない。 

がいけんとんちゃく かみ かた むそ3さ の しょく 

外見に頓着なく、髪を肩まで無造作に伸ばしている。職 

にん せいがく き I まんてぎ むひよ3じょ5 なにかんが 

人タイプの性格のため基本的に無表情で、何を考えてい 

こころ き こと がんこ ゆす- 

るのかよくわからないが、 心に決めた事には頑固で、譲 

しゆ6ば はい ねつけつ へんしん II んにん 

5なし\。修羅場に入ると熱血タイプに変身するが、本人 

き D よ5 しんせき 

は気づいていない。亮とは親戚。 
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翁ア 


:いけいど5じん さっか 


気ままなお兄系同人作家 

はつヒ〇 %びき 

服部響 



さいせいしゅういんだいがくねんせい 

21歳、清秋院大学3年生。 

りよう こうこ5じだい どうきゆうせい りよういえげしゆく 

亮の高校時代の同級生で、亮の家に下宿 E ている， 

こども ころ もしゃ 3ま L 、ちぶ W せかい 

子供の頃からイラストの模写が上手く、一部コアな世界で 

だいにんき か しば こと 音ら ぎ ど3じんし 

の大人気マンガ家。縛られる事が嫌いで、気ままに同人誌 

さくせい さくひんづ C じようねつ 

を作成している。しかし作品作りにはあまり情熱が無く、 

かね Ttztb か \>\ 

金の為に描いていると言うが…。 

だんじよ あさせまとちだちひろ 

男女かまわず、浅く狭く友達を広げたいタイプ。そのせい 

じよせい ごかい こと おお めん 

か、女性に誤解される事も多し U かなりおノ（力な面も. 
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'〇 







、だから 一一® つた じやん 


ぜコ たい < ろ5 


ブロになったら絶対苦労するってょ！」 


f I 

_J - T. 
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\y 






てき 


しんじんせし、ゆう 


コアクマ旳な新人声優 


か爷は3 x or > 

C \ A : 柿原徹也 


カステイス!恭“ : I — 

さい 5 だ ち味う あか げんき けんせいゆろ 

17歳の売り出し中の v 明るく元気なタレント兼声優。 

にほんじん 

アメリカ人と日本_ V 5 —フ I M ； 

いちや < わだい じむしよ 

シルグラッセの CM で一躍話題に。事務所はアイドル 

5 ちともとにほん 

タレントとして売りたがっているが、元々日本のアニ 

T ぽんにんせいゆ5ぎよらちから IV きぼラ 

メが好きで、本人は声優業に力を入れたいと希望し 








^いる“ゎがしん mtmm 

甘えん坊で我が烬だが、芯はかなり強い。 
蝨がちょっとぉかしぃ。 it ^ 
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神崎 


26歳、冷静沈着な秀苑社のやり手編集者 I 

よ てきせつはんだん ごラ诊 

トレンドを読んで、適切な判断を下す。合理 

てぎ たか だきょラゆる しごと 

的でプライドが高く、妥協を許さない仕事 

にんげん 

人間墨1 

ひわめんじょう ひと:あ わ6 

表面上の人当たりはいいが、笑いながらぐ 
さっとすることを平気で口にするので敵が 

にんき か とどろ迕けいご たんと5 

多い。人気マンガ家•轟木圭吾の担当とな 
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「まったく、 頑張り屋さんだな あ。 


か わい 

ま、 そこが^愛いトコなんだけどね」 
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Sk 


丨 

びれい お 5 じさま しんゆう 

美麗王子様な親友 

すすおか：:れん 

龄岡 _ 蓮 


ばく ろみ 

CV : 朴班美 


さい せいしゅ5いんだいがく ねんせい しゅじんこう おさななじみしんゆう 

20歳、清秋院大学2年生。主人公の幼馴染で親友。 

S 人公のことを大切に思い、よきアドバイスをいつも 

してくれる^！ 

さいしょぐけんびたんそラれいじんたか&づきげきだん 

才色兼備な男装の麗人で、宝 月 劇団のトップスター。 

〇えん めいか おどろ 无んぎ さいの a 

梨園の名家にうまれ、驚くべき演技の才能があるが、 
しかし女では跡は継げないしきたりで親と対立。 

DD 3 るわ G 0 ©ラ U さま rt 

凜々しく麗しい、まさに凜々しい王子様といった立ち 

ふま あ柰 だいす 

振る舞いをする。ノ ^イクと甘いものが大好き。 


，'，り:-. 














にんてんど 3 きょだく そ5ち しよ3 ばあい かの5せい 

任天堂の許諾がない装置を使用した場合 v このゲームはプレイできない可能性があります。 


IUMmMMmH 


FOR SALE AND USE IN JAPAN ONLY COMMERCIAL USE , UNAUTHORIZED COPY AND RENTAL PROHIBITED . 
本品は日本国内だけの販売および iil とし、またし lil 茜の® i ゃ siii および ii は li されてぃます。 


き ©a かん 


B ゆう L \ 


バックアップ機能に関するご注意 


せいせき とち№5けいか 迕 3 < 

口この DS 力ードには、ゲームの成績や途中経過をセーブ(記録）しておくノ (ックアップ 

きの5 

機能がついています。 

でんげん オン オフ でんげん てんと3 ぬ 六 

D むやみに電源を OIWOFF する、電源ランプが点灯したまま DS カードを抜き差しす 

そラ さ あやま たんしぶ よご げんいん ぎ ば 闳い 

る、操作の誤り、端子部の汚れなどの原因によってデータが消えてしまった場含 

ふく 『7 ん 0^3し 

復元はできません。ご了承ください。 

かいぞう そうち しよ3 せいじょう すす 

〇セーブテータを改造する装置の使用は、ゲームを正余に進め5れなくなったり ％ セー 
ブデータが壊れたり迤えたりする ill となりますので、 US におやめください。 

そづ一ち- しよ : D か U そ3 W 36い ぞ气 字 じ 

このような装麗を使用してセーブデータを改造された場合には、改造する前の状 
態に復元することはできませんので、十分にご注ください 


'〇 


棚い合わせ 株式金社デイースリー.パプリツシヤ_サボートセンタ ■ 


<電話受付> 

東京: 03-5428-3458 名古屋: 052-774-0638 

くホームページ受付> 

http://www.d3p.co.jp 

<ユーザーサポート受付時間> 

年中無休24時間サポート 


■: ゲームの内容、裏技等に®するご霣閛にはお®えできませんので、予めご了承下さい 


本ソフトウェアでは、株式会社フォントワークスジャパンフォントを もとに ノノ フト ウェアデザインに合わせたフォントを作成、使用しています p 
フ ォントフークスジャパンの社名，フォントワークス Fontwoks 、 フォントの名称は' 株式会社フォント フー クスジャパンの商標または登録商標です。 

ifZ ® 本製品には、シャーブ株式会社の lc フォントを使用しております。 

S^I LCF 0 NT , エルシーフォントおよび LC □ゴマークはシャ■-プ神式会社の商捕です 0 

NfNTEND St>S •ニンテンド - DS は任天_の登録商標です。日本商標登録第4841498号、第4853764号 
意匠登録第1259804号、第1260043号 
































挿し絵★街 子マドカ 

















































D 3 PUBLISHER 
























亮の同級生で、彼の家に下宿 
している同人作家。 


; きょういち 

F j V —フで外国育ちの新人タレ 
、ン ト兼声優の高校生。 


mmm 


きりゆうせんばい 


愛理同様、轟木のもとでァシ 
スタントをしている青年。 





























愛理の幼馴染で大学 3 年生 
大手製菓会社会長の息子0 


とどろ奪い 


人気マンガ家で、愛理の師匠 
的存在。亮とは親戚同士。 





























星空①浮館殺人事件 




原作. 負 デイ I スリ ー .ハブ リツシ ャ I 

文★市村奈央 
挿し絵★街子マドカ 





天気さえよ ければ、 綺麗に手入れされた上品な 庭と、 きらめく海が見えるはずだっ 


た。 けれどあいにく 外は、 少し先も見えない豪雨だ 


0 


強風に、 庭の木の枝が折れて バチッ と窓に当たった 


〇 


「断崖の絶壁 


一日前からの大嵐！屋敷に到るたった一本の国道は土砂崩れで 


通行不可能！携帯は圏外 


ちなみにパソコンもな 


V 


陸の孤島に閉じ込めら 


れた一行は成すすべもなく天候の回復と救助を待つのであつた 


I- • 




言葉が終わる と同時に、 窓の外で ピカツと 稲妻が 走り、 遅れて ピシヤーンと 雷が 


落ちた 


〇 


〇 


ハィ ハィ、 解説ご苦労」 

響がぱんぱんとおざなりな拍手で恭一を讃える 

「せっかくみんなで楽しく過ごそうと思つて旅行にきたのに、これじや意味がない 

よ」 

ぶう、と恭一がむくれる。 

「ほんとにまつたく絵に描いたような状況だね◦ねえ、愛理？」 


星空のコミックガ—デン ★ 7 




















































建物の一階の大部分を占める広々とした居間には、大きなダイニングテ ー ブルと、 
ゆったりとした応接セット。 

アンテイークな雰囲気で天井の高いその場所は、どうしようもなく怠惰な空気に 
満ち溢れていた。 

「ね、なんかして遊ぼ！」 

応接セットのソファで膝を抱えていた恭一が、唐突に立ち上がる。 
「なんかって？」 

その横の三人掛けソファにだらしなく寝そべっている 響が、 気だるげに恭一を見 
上げた。 

「なんかはなんかだよ！もう 僕、 退屈で退屈で退屈で！」 

「まあ、 確かにね」 

長方形のダイニングテーブルの椅子で足を組み替えつつ、蓮が同意する。 

でしよ！と恭一は窓に駆け寄っ て、 閉じてあったカーテンをシヤッと開けた。 
そのまま庭に出られる大きな窓が現れる。 











































「神 崎さん、 昨日まではすごく イライラしてたのに、 今日はどうしたんですか？ 
体調悪いんですか？」 

訊ねると、神崎がじろりと愛理を見た。 

「私がイライラしていないとおかしいか」 

「いえ、そういうわけじや-」 

鋭い視線に、愛理は思わず目を逸らす。ただ、昨日まで電話と FAX を叩き壊す 

勢いでなにやら 会社と やりとりをしていた神 崎が、 大人しくテーブルについている 
のが不思議というか奇妙に見えるだけ だ。 

「神崎さん は、 悟りを啓いたんだ」 

「あ、 亮」 

後ろからスッと手が伸びて、神崎の前のテイーヵップに薰り高い紅茶が注がれる。 
ここに閉じ込められてから、お茶を飲んでばかりいる気がする。水分でたぶっと 
いいそうなお腹を撫でながら、自分のヵップに亮がお代わりを注ぐのを、愛理はた 
だ見守った。 

「つて、え？ さとり？ 

「諦めたんだよ」 

星空の n ミックガーデン ★ 9 
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「栗原なら、目を開けたままで寝ている 


「ね、寝てません 


変なこと言わないでください神嘹さん！ | 


神崎と蓮の間の椅子でぼんやりしていた愛理は、慌てて锾んでいた 口元を引き締 


めた 


〇 


あぶない◦確かに半目でうとうとしていた 


〇 


(昨日から一睡もしてないんだよね 


) 


「しょぅがないじゃん？ 轟木先生の原稿、徹夜でゃってたんだろ 


? 


i 




V 


と愛理は頷いた。 


響の 言葉に、ええ、 

しゆら f 

轟木の修羅場モードはだれにも止められない 


0 


どこであろぅと描くと言つたら描 


* 


のだ。だから、愛理も手伝えと言われたら手伝ぅしかない。 

「持て余すほど時間はあるのに、なぜ徹夜をする必要があるんだ 
理解できない、というように、神崎が頭を振った。 

漫画家には 「今 描かない と！」という 衝動が 突き上げる 瞬間が ある。それが結果 
的に徹夜の作業に繋がるのだ。轟木のそれは頻繁すぎるし熱すぎるが、根本的な部 
分で言うなら愛理にもよくわかる。 


それよりも 


〇 
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8 


































亮ってお母さんみたい」 

つい思ったことが口をついて出た。 

「愛理」 

亮にくどくど言われなくても、眠いし寝たいのは山々だ。 

「は一ぃ . 」 

おとなしく 返事を すると、 隣から手が 伸びて、 蓮が優しい仕種で愛理から フォ1 
クを取り上げた。 

「ひとりで 寝る の、 怖いんじやない の？ 僕が一緒に寝てあげる ょ。 だから ほら、 
顔上げて。あ一ん？」 

蓮がヶーキの端を切って目の前に差し出す。その自然な動作に、自然と口が開い 
た。 

「……おぃしぃ」 

眩くと、亮は複雑そぅな表情で「そぅか」とだけ言った。 

「な^~んで僕を脫むの かな、 亮」 

「別に。相変わらず愛理に甘すぎると思っただけだ」 

「ふ/9ぐ？，| 

星空の n ミックガ—デン ★ 11 
























































蓮がさっぱりと簡単に言い換える。 

神崎の横顔を盗み見る が、 眉間の皺はまだ健在だった。諦めたのは間違いな さそ 
、っ だが、悟りは絶対に啓けていない。 

「愛理はこれを食べたら部屋で休め」 

愛理の前に、亮はコトリと皿を置いた。ふわりとあたたかい湯気が上がっている 
のは、'ハニラアィスを添えたバナナケーキだ。 
r わあ、 おいしそう！」 

逆に目が覚めた。 

目をきらきらさせる愛理を見て、亮は呆れたようにため息を つく。 

「聞いてたのか？食べたら寝るんだぞ」 

早速フォ^ —クを手に取る と、 亮がその手を諫めるように 止めて、 確認す る。 
「あのね、私子供じやないんだけど……」 

「亮！僕も食べたい！」 

「あ、オレも^。食ったら寝るって約束するからァ」 

恭一と響の声に、亮はハアと再び大きく息をついた。 

「……わかった、今用意す る。 愛理、返事は」 
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眠たげに目をまたたかせて、轟木はおっとりと話し出す。 

「あなたには部屋に戻ると言いました が、、 っっかりそのまま作業用の部屋で寝てし 

まったんで すよ。さっき 目が覚めたので、自分の部屋に戻ろうとしたのですが . 」 

説明的なセリフの後の意味深な 沈黙に、 部屋が シンと 静かに なった。ソファで ふ 
たり指遊びをしていた響と恭一も、愛理たちの正面の椅子へ移動して くる。 
ゆっくりと、轟木が続きの言葉を 紡ぐ。 

「私の 部屋に、 鍵がかかっているんです」 

ぽかんと、一同は0を開けた。 

「鍵ィ？先生の部屋に？」 

まさか、と 響が 笑う。 

「他の人の部屋と間違えたんじゃないんですか？」 

「ではだれか、ご自分の部屋に鍵をかけたという人は？」 

全員が首を横に振った。 

寝る ときは 内側から鍵をかける けれど、 大体^ ^0 
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クス、と蓮が笑う。 

そこへ、ギィと広間のドアが開いた。 

「あれ、轟木先生」 

「先生？ お休みだったんじゃないんですか？」 

ふらふらと覚束ない足取りで広間に入ってきた轟木は、声をかけた愛理に「そう 
なんですけどね」と答えて神崎の隣の椅子へ腰を下ろす。そして、身を乗り出して 
神崎越しに愛理の前のケーキ皿をじっと見た。 

「おいしそうですね、愛理さん」 

「あ、はい。おいしいですよ。亮のバナナケーキ」 

愛理は、さっき蓮がしてくれたように、一口分を切って轟木に差し出そうとした 
が、ここでも亮の手に止められた。 

「圭吾さんの分も、用意しますから」 

(そっか、食べかけなんか失礼だよね…… ) 

キッチンへ向かう亮の後ろ姿を見送っ て、 愛理は フォークを 置く。 

「それで？ 先生はどうして起きていらしたんですか？ 

「ええ、それが . 」 



























































































































「大体、この屋敷の部屋は、外からは鍵がかからないでしよう」 

愛理の思ったままを、あっさりと神崎が口にする。 

「そうなんですよ。それで、とりあえずみなさんのいるここに来てみたんですが」 
おかしいです よね、 と轟木は言って大きなあくびをした。 

「そりゃ確かに妙ですねぇ」 

つられたように響もあくびをしながら同意す る。 

午後二時。間延びした退屈な時間に、神崎を除く全員にあくびが伝染した。 
ちよう ど、 人数分のケ ー キと 紅茶の支度をして広間に戻ってきた亮が、不気味な 
ものを見るようにその場に立ち尽くした。 

「とにかく、鍵がかかっているというなら、だれかがかけたん でしよう。 ここにい 
ないのはだれだ？」 

神崎が冷静に問う。 

愛理はぐるりと全員の顔を見た。 

神 崎、 轟 木、蓮、響、 恭一、そして、 亮。 

(と、 私で…… ) 






















「あ 一 ……」 

と薄い反応をした。 


屋敷は二階建て。一階はキッチンと広間。二階には滞在者用の個室が全部で九部 
屋。ひとりひと部屋をあてがわれ、余ったひと部屋が、轟木の言ぅ「作業部屋」 だ、 
「ほんと だ、 鍵かかってる」 

代表してドアノブに手をかけた響が、「ほら」 と ノブが回らない ことを 皆に見せる< 
「桐生さん、いるんですか？ ここは 私の部屋ですよ」 

ドアを ノックして 轟木が声をかけ るが、 返事はなかっ た。 

「あのです ね、 桐生さん？ 別に君のことを忘れていたわけじやないんですよ。ほ 
ら、アレです、君はその、ぶっちやけ、その……アレじやないので、みんなアレで 
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恭一が確認するように言って首を傾げる。 

「いや、もうひとりいたような気が . 」 

蓮がしかつめらしい顔でこめかみを叩いてなにかを出そうと あがく。「あ. . 」 

と響ももどかしげに宙を見た。 

亮にことのいきさつを説明しながら、愛理もここへやってきたときの光景を頭に 
浮かべる。 

たしか、 轟木の 近くにもうひとり。 

面倒そうにため息と愚痴ばかりを繰り返していたのは . 〇 

r . あ！」 

「桐生先輩！」 

そうだった。轟木のもうひとりのアシスタント◦桐生もここへ一緒に来ていたの 
だった。 

(失礼だけど . すっかり忘れてた) 

愛理の 声に、 他のメンバーは「そういえばいたな」という色を隠しもせずに 




















































「なによ。だって、どう考えてもおかし 一 だろ」 

咎める亮の声に、響が振り返って肩を竦める。「だからといって、」と亮が言葉を 
続けようとしたところへ、 

「せ— の、 ちえすとぉぉぉおお！」 

恭一の鹿児島系熱血掛け声が廊下に響き渡った。 

ちよ……* —」 

「え^:」 

言い合いになりそうな亮と響に気を取られていた愛理は、ドアを振り返って絶句 
した。 

恭一が、巨大な木槌を振り回して、ドアを破壊している。 

そのすぐ横では、轟木と蓮が硬直していた。 

「きょ、恭一くん9」 

「え？ だってドア破るって言うから」 

身の丈ほどもありそうな木槌は木製のドアに少しだけめり込んだ。それを引き抜 
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「どれですか」 

後ろから神崎が呆れたょうに口を挟む。 

「……とにかく、君だって私の大事なアシスタントです。だから、拗ねて菴城なん 
て真似はおやめなさい」 

「えっ、これってそういうことなの？」 

恭一が大きな瞳をさらに見開いて轟木と鍵のかかったドアを見比べた。 

「彼も徹夜で作業をしていたんだろう？ 寝てるんじゃないのか？」 

愛理の隣にいた亮 が、 あまり興味もなさそうにそう言った。 

「轟木先生の部屋で？」 

まさか、 と愛理が眉をひそめる と、 さらに興味なさげな表情で壁に寄りかかって 
いた神崎が「目を開いた まま 寝るやつもいるくらいだから、部屋を間違えるくらい 
おかしくないだろう」と言ってため息を つく。 

「って、 寝て ませ .. .」 

愛理の 抗議に、ヵラッとした 響の声がかぶ さった。 

「じ ゃ、 ドア破るか-—一 
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轟木が部屋に入って いく。見れば、桐 生はこちらに背を 向けて、 絨毯敷きの床に 
横になって いる。 確かに不貞腐れて寝て いるよう に見えな くもないが、 人の部屋で 
わざわざ する ことでは ないし、 大騒ぎでドアを破られても なお 保つ ような ボーズで 

もない。 

(なんだか……変…… ) 

愛理が思うのと、轟木が息を飲んだのはほぼ同時だった。 

「轟木先生？」 

「いけません！」 

轟木の様子をいぶかしんで部屋に入ろうとした蓮を、轟木が聞いたこともないよ 
、っな厳しい声で制止す る。 

「なに、 どうしたんですか」 

続けて、蓮と響がハッと黙り込む。 

「だれも入ってはいけません。桐生さんは . 」 

愛理は、改めて 部屋の 中をじっと見つめた。 

「亡くなっています」 
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Q . 


きながら、 r 違ぅ の？」 と恭一は小首を傾げてみせる 
「や、 違わねぇんだけど…… 


〇 


とにかく 、シャラララ、と 効果音が 鳴りそぅ な可愛らしい 仕種と、 無骨な武器が 


アンバランスすぎる 


〇 


そしてその巨大木槌はどこから、と多分全員が思って、けれどあえて口にはしな 


かった 


〇 


「そ？ じやあもういつちよ◦うおりやあああああ！」 

微妙な空気に少しも頓着せ ず、 恭一は反動を利用して、雄たけびとともにもう 


な 


〇 


度木槌を横に風いだ 

ちょぅつがい 

鈍い音が して、 蝶番が壊れて弾け飛ぶ 


〇 


あ、と 思っ たときには、 部屋の中へ向かって扉が重たげ に 倒れていった 
「ほら、 開いた よ？ 

額の汗を拭い、恭一は満足げにきらきらした笑顔で一同を振り返る 
( ……「開いた」んじやなくて、「壊した」ん だよ、 恭一くん) 


〇 


〇 


ふ てくさ 


「桐 生さん、 そんなところでなに不貞腐れて寝てるんですか。この屋敷は基本土足 
なんです から、 宋なんかに寝たら汚いでしょぅ」 




































(桐生先輩、が…… ？) 

轟木以外の だれも、 今の状況に ついていけて なかった◦言われる まま、 壊れた ド 
アを入り口に立て かけて、 七人はのろのろと一階の広間に戻った。 


(なにが……起こったの…… ？) 

亮が人数分の紅茶を入れて、愛理の隣に腰を下ろした。 

左隣に亮 、右 隣には 蓮。 三人掛けのソファは少し窮屈だったけれど、亮と触れて 
いる膝と蓮と触れている 肩が、 愛理を少しだけ安心させる。 

「おぃ」 

神崎がその場の注意を引くょぅに一言 発した。 顔を振り向けると、神崎は電気の 

コードのょぅなものを手にしている。 

「電話線が切られてる」 
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そして、横たわる桐生の頭の 近く、 ちょうど轟木の足元に、赤黒い染みが大きく 
広がっているのを見た。 

「キヤ . .」 

思わず短い悲鳴を上げて一歩足を引いた愛理は、トンとだれかにぶつかった。 
見上げると、驚きに目を瞠って轟木のいるほうを見ていた亮が、ふっと愛理を見 
下ろした。 

鍵るように見つめると、あたたかい手が守るように肩に 回される。 

「おまえは、見るな」 

亮はそう言っ て、 愛理の頭を自分の肩に押し付けるようにして視界を塞いだ。 

「でも、亮……っ」 

「いいから」 

ぐっと強く抱き寄せられて、愛理は自分が震えているのに気付いた。 

「愛理さんだけじやありません。だれもこの部屋に入つてはいけません。このまま 

. といつてもこれではドアは閉められません ね。 しかしこのままにしておくわけ 

にもいかないし……。ドアは立てかけておき ましょう。 服部 くん、 神崎さん、手伝っ 
てください一 
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かんぼつ 


「ええ。 もし洞生さん が、 特殊メイクの覚えがあつて額が陥没してるように見える 


ちの 


メイクができる のであった り、 長時間に渡って瞬きを我慢で きたり、 大量の血糊を 
仕込んでここへきたりしたのであれば話は別ですが」 


「そ/つですか . 

どれもない なと、 全員が思った◦桐生に皆を驚かせるためにドツキリを仕込んだ 


りする 茶目つ気は ない。 

「だれかを逆恨みして腹いせに 自殺、 くらいの ことは やらかすネガキヤラだろ— 
ぺロッ と響が転がした評価が正しい気がして、一様に黙り込む。 

「でも、オ デコが陥没す る 自殺つて難しそぅだょ？. 


カノイ 


ィと 手を上げて発言す ると、 蓮が「そぅだね」 と 頷いた 

! ほらあの！」 


恭 

「それに、これってアレでしょ 

紅茶を 一口飲んで、恭一が立ち上がる 

そして、 大きな窓を 背中に、 声優ら しいは っきり した 発音で言った 


〇 


〇 


〇 


「密室！」 
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別 


ハア？ 

「昨日までは問題なく使えていた」 

「そうだよね。神崎さんお仕事してたもんね？」 


つてどういうことだ？ 


「昨夜から今にかけてのどこかで、だれかが故意に切断したとしか思えない」 


にら 


In 0 * % ,,,, 

L. ^3 


途切れた電話線の断面を睨んで、忌々しげに神崎が吐き捨てた 
(電話 . そぅか、通報しなきやいけないから . 


〇 



理の思考はやつとそこへ迎り着く 


〇 


携帯電話は圏外だ◦外と連絡を取れるのは固定電話しかない。その電話線をだれ 
かが切つたのなら、この屋敷は完全に孤立していることになる。 


uy 

力？ 


「だれかって、だれ 

愛理がぼつりともらした問いには、だれも答えてくれなかった。 
「近くには交番はもちろん民家もない」 

怒りをあらわに電話線を投げ捨てて、神崎は「ところで」と轟木を見た 
「桐生くんは本当に死んでいたんですか」 

明瞭な声で放られた核心に、全員がハッと身を竦ませる。 


〇 
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? 


「はあ？だれがなんだって 


?* 


r だつ て、 ジッチヤンの名にかけたり真実はいつもひとつだったり犯人はおまえだ 


つたり、 推理漫画に高校生探偵はつきもので しょ 


? 


この中で高校生は僕だけだも 


ん。大学生探偵とか漫画家探偵と か、 編集者探偵とかはちよつとカツコつかないし」 


ね、 そうでしよ？ と愛らしく 首を傾げる恭一を 見て、 愛理はたしかにそうかも 


しれないと思つた 


〇 


(日米 




フのタレント兼声優兼高校生探偵。設定の派手さは群を抜いてるよね) 


「それはともか 


た^ S め 


なにを考えているのか IK わったのか、亮が脳内の想像を窘めるようにコンと愛理 


のこめかみを叩いてから口を開いた 


〇 


「密室殺人でクローズド•サークルだと言うなら、犯人はこの中にいるつてことだ 


けどそれでいいのか」 



認するように全員を見渡して告げられた言葉に、全員がきよとんと目を開いた 


〇 


又？ 


「だれもここへこられない し、 だれもここから出られない。そういう状況で起きた 
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• 2 

そめ一言の 瞬間、舞台装置かと 思うほどに外の 嵐が 静まり、 「ね？」と恭一が 笑顔 
になった途端にまた豪雨が戻って きた。 

「密室……ねえ」 

今回も響が付き合いよく気のない拍手を 送る。 

「ま、 要するに自殺ってこと だ？」 

普通に考えれば そうだ。 中から鍵がかかって いて、 人が死んで いるのなら、 それ 
は覚悟の自殺と判断す るの が普通 だと、 愛理も 思う。 

けれど、 轟木が「それは どうでしよう」と難しい顔をした。 

「とうしてですか？」 

,-凶器がありませんでした。不幸な事故でどこかに額をぶつけたのだとしたら、 

どこかに 血の跡が残る でしよう。しかし それ も、どこにもありませんでした」 

淡々と続く轟木の言葉に、愛理は「でも」と眩く。 

「でも、それじゃ、 桐生先輩は……」 

「密室殺人 か。 まるで本格ミステリだな」 

くだらない、と言いたげに神崎が鼻を鳴らした。 

「本物のクロ ー ズド•サ ー クルだよね◦ねえね え、 ここは さ、 高校生探偵の出番じ 





















あれ 


驚いて目を 瞬く。 目の前には親友のきれいな 寝顔があって、 自分の 手は、 白くて 
指の長い蓮の手に しっかりと 握られていた。 

どぅしてこんなことにな っているの かわからなくて、 寝起きの重たい頭で必死に 
記憶を たぐる。 

……だめ。 夢が鮮明す ぎて、どうやって 寝たのか全然思い出せない…… 


見ていた夢はずいぶんと細部までは つきり していて 、まったく 寝た気がしなか っ 


た 


桐生先輩が殺されて、犯人が私たちの中のだれかだなん て、 変な夢だったな) 
桐生には申し訳ない けれど、 思い出すと笑つてし まうよう な内容 だ。 


(嵐でこの屋敷から出られないから、あんな夢を見たのね) 
得して、改めて隣で眠る蓮を見た。 



こんなに間近で見つめることなんて滅多にない。親友は、鼻筋も唇も、まぶたや 
睫毛まですべて、本当にため息が出るほどきれいだった。 

いだ手から、寄り添った身体から、蓮の体温が伝わって きて、 なぜだか鼓動が 
はやくなった。親友の寝顔にドキドキするなんておかしい◦そぅ思ぅ のに、 心臓は 
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事件なら 
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そこで亮は一度言葉を切る。けれど続きは、これ見よがしに溜めた割にはぞんざ 
に放られた。 


「犯人はこの中にいるんだろぅ？ 違ぅのか？ 


蕾'-:... 


1 隱 


: 

JI. 


ff::. 一フ 

—t::x^£::;:-!.!::-:-. : ::v.v:::'::..:: -: 


.U. 

-A:-:.'..-..':':-::. 

画一 


ii:::^./-5p... 

鼻 i 


. ; . . 

sip 


亮は問いかける口調で言ったけれど、だれもそれに答えられなかった 
(『犯人』が『この中』に . ？ 


〇 


窓の向こうでカツと空が光り、ピツシヤーンと酷く近くに雷が 落ちたような音が 


した 


〇 


V:;'.::;':,.. 


1 


m 

ir:: v. v: : ： 


目が覚めたとき、愛理はベッドの中にいた 0 
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ぎゅ、と唐突に抱きしめられる。愛理は驚いて目を開いた。 

•蓮？ なに？ どうしたの？ 

まるで王子様のょうなたたずまいの蓮 も、 愛理と同じ女の子な のが、 抱きしめら 
れた身体のやわらかさからわかる。 

(あったかい…… ) 

優しい抱擁に愛理はとろりと身を預けた。 

「愛理、 それ、 夢じゃない」 

けれど、蓮がゅっくりと囁いた言葉に、身体がぎしっと固まっ た。 

「え？」 

「桐生が殺されたの も、 密室だったの も、……あと、 恭一が高校生探偵って言い出 
したの も、 なのに結局一番いいセリフは亮がさらってったの も、 全部現実」 

「——犯人はこの中にいる、って？」 

「そう。その決め台詞を、ありがたみもなくサラッと亮が言った◦その直後に、ド 
夕丨ンって君が倒れたのも、なかなか劇的だったょ」 
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おとなしくなつてくれな 


〇 


V 



つて愛理が身じろぎ すると、 


0 


ッドが揺れたせいか蓮が目を覚ました 


〇 


「愛理 


? 


「ごめん、 



，つう Ay 


V 


こしちやつた？ 

いよ。君は？ 


V 


つから起きてたの 


9峰 


ちゃんと眠れた？ 


蓮力 


左手は愛理と繋いだまま、右手で頰にかかった髪を払って くれる。 宝物を 


扱ぅよぅな繊細な指がなんだか恥ずかし 


、 〇 
V 


「起きたのは さっき。 変な長い夢を見た から、 結構た くさん 寝たみたいだけど」 

カーテンは閉まつているけれど、 外が 暗いのはわかる。まだ朝にならないのなら、 


今は何時で 


V 


ったい自分は何時にベッドに入ったのだろぅ 


〇 


こんなになにも思い出せないなんて、自分の記憶力がちょつと心配だ 

「変な夢？. 

ぅん。あのね、桐生先輩が殺されて、それが密室殺人だって言って恭 
偵になろぅとするんだけど 


〇 


く 


んが探 


話すと、蓮が苦いものを嚙んだよぅな顔をした。 
愛理 
























































「、っん。蓮、 あのね、」 

「ん？」 

一ありがとぅ . 大好きよ」 

繫いだ蓮の手をきゅっと握り返す と、 蓮は一瞬驚いたよぅな顔を して、 それから 
ゆっくりと 微笑んだ。 

親友のきれいな笑顔に、愛理はふわふわと眠りに 落ちた。 

(そうよ ね、きつと 大丈夫 .) 


物音を聞いた 気がして、 愛理は浅い眠りから覚めた。 

(そぅいえば…… 喉、 渴いたな) 

横になったまましばらく迷った末、隣に眠る蓮を起こさないよぅ細心の注意を払 
ってベッドを下りた。 
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(そっか、倒れたん だ、 私 


ン m ックで倒れたのかと思ってみんな大慌てだった のに、 よく 見たらいびきかい 


てるし 


徹夜明けだったから、と言い訳も出ないくらいどぅしよぅもない自分の有様に、 
愛理はベッドの中で小さくなる。 

「ごめんね、心配かけて」 

「ほんとだよ」 

もう、と蓮は愛理の指を強く握り直した。 


「大丈夫。愛理のことは、 
「蓮 . 



が守るから」 


「殺人鬼がいても幽霊が出ても、どんなことがあったって、愛理のことは絶対傷つ 
けさせたりしないから、なにも心配しなくていいんだよ」 

ゆっくりと優しく曝かれる声に安心したら、眠気が戻ってきた。とろとろと目を 
細めていくと、蓮がクスッと笑ぅ。 

「おやすみ、愛理」 


































場合、牛きてるときのほうがなんていうか . なんてい うか、 アレだったし) 

轟木がドアの外から桐生に呼びかけていたと きに、 やたらと「アレ」を連発して 
いた、その気持ちがよくわかる。 

(だから、むしろ大丈夫) 

なにがむしろなのかはわからない が、 そう無理やり自分に言い聞かせ、愛理は勢 
いよくかつ静かにドアを開けた。 

「愛理？」 

| * * * * *. ぃノ ！」 

あやうく 上げそうになった悲鳴をすんでのところで飲み込む。喉に息が絡んで咳 
き込むと、聞きなれた声が心配そうな響きを帯びた。 

「どうした？」 

こわごわ 目を 向ける と、 廊下には亮がい た。 

ホッとする あまり、 愛理はがっくりとその場に膝をつく。唐突に崩折れた愛理を 
見て、 亮はギョッと目を見開く。 

「もう、 おどかさないでよ-」 

I バカ、 それはこつちのセリフだ— 
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ル ー ムシ ユーズを履いて、内側からかけた部屋の鏈を外し、そこで愛理は もう 一 

度逡巡する。 

(そうだ、この部屋って…… ) 

愛理にあてがわれた部屋は、二階の突き当たり◦キッチンのある一階へ続く階段 
からは一番遠い。 

それは、つまり。 

( ——轟木先生の部屋、通らなきゃいけないんだよね) 

あれが夢でないのなら、水を飲むには、恭一が破壊し、その他の男手でかろうじ 
て立てかけられたドアの前を通らないとならない。そしてその立てかけられただけ 
のドアの向こうには死体が 一丁だ。 

しかも、 そもそも どうして 自分が目を覚ましたかといえ ば、 『物音を聞いた気がし 
たから』 だ。 ちらりと時計を見れば午前四時。こんな時間の物音が平和なものとは 
あまり思えない。 

思わずベッドを振り返ったが、よく眠っている蓮をわざわざ起こしてついてきて 
もらうのも忍びない。 

(それに、 死んでるからって怖がる のは、 桐生先輩に悪い し。 なんてい うか、 先輩の 






















先刻の「犯人はこの中にいる」といい、亮はもしかしたら実は大学生探偵になり 
たいのかもしれない。 

愛理がまだうまく働いてない頭でぼんやりそんなことを考えていると、亮は不愉 
快そうに目を眇めた。 

「その顔でおまえがなにを考えてるのか大体わかるが、違う— 

「そうなの？ ならいいんだけど……」 

r これが余興なら悪趣味だけどそれで安心できる。そうじゃないなら、きちんと調 
ベて犯人を探すべきだ」 

亮はどこから用意したのか白い手袋を両手にはめて、迷いのない足取りで細い隙 
間から轟木の部屋に踏み込んでいく。 

「おまえは部屋に戻つてろ」 

「でも」 

そう言われても、はいそうですかと部屋には戻れない。話は終わっていないし、 
亮をいわゆる事件現場にひとりで置いて背中を向けたくなかった。 

「犯人って、亮は、本当に私たちの中に桐生先輩を殺した人がいるって思ってるの？」 
亮が消えた隙間から、パッと光が漏れた。部屋の電気をつけたらしい。 
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「なにしてるの？ 亮」 

立ち上がり、そうっと自分の部屋のドアを閉めて改めて亮を見る。 
r ……そこ、轟木先生の部屋だよね？」 

亮は轟木の部屋の壊れて傾いだドアの前に立っていた。さらによく見れば、ドア 
は枠から少しずれていて、ちようど人ひとりが滑り込めるくらいの細い隙間が開い 

ていた。 

「—ほんとになにしてるの？— 

我ながら妙な問いかけだなとは思ったけれど、他に言いようがなかった。 

「調べてみようと思って」 

「なにを？」 

「この部屋に決まってる。まだ、圭吾さんと桐生の余興って可能性もゼロじやない。 
本当に死んでるのか、本当なら死因だとか証拠だとか、そういうことを調べないで 
ぼうつとしてるわけにもいかないだろ」 

「そうなの？」： 

ぼうっ としているわけにいかない のは、 身体は子供で頭脳は大人だったり、祖父 
が偉大な名探偵だったりする種類の人間だけかと思っていた。 















































r フタ」 

答える と、 亮は一瞵黙ってから、ふいと顔を背けて「そぅか」と言った。声が笑 
いに震えている。 

「なんで笑ぅの」 

「とにかく、これが密室殺人だってことははっきりした。これ以上はここにいても 
得られるものはないな」 

入つたときと同じように、あつさりと亮は部屋を出てきた。 

「そういうものなの？」 

思わず訊ねると、亮は神妙な顔で頷く。 

その表情を見て、愛理は確信した。 


亮は 多分、 ホームズとか少年探偵団に影響を受けたクチだ。 
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r ねぇ、亮ってば」 

返事はなかった。 

意を 決して、 愛理はそっと顔半分だけで部屋の中を窺ぅ。 

亮は、熱心に部屋の出窓を調べているところだった。 

「あの、亮？」 

「本当に密室なんだな」 

鍵を調べていたらしい亮 は、 窓を離れる と 部屋全体をゆっ くりと歩き回り、 壁や 
天井に銳い目を光らせる。 

「亮 、桐 生先輩は…… 」 

「亡くなって る。 それより、圭吾さんが言っていたよぅに、やっぱり凶器がない」 
それよりって。 

「撲殺され てる。 凶器はなんらかの鈍器 だ。 多分…… 」 

言っ て、 亮は壁ぎわの小さなチェ ストを 指差した。 

「俺の部屋にも同じものがある。上には趣味の悪い金の馬の像が置いてあるが」 
おまぇの部屋は？と目で訊ねられ、愛理は自分の部屋を思い浮かべる。胸ほど 
の高さの、こげ茶のチェ スト。 上に乗っていたのは……。 
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場合の「桐生の足がはやい」は走力では なく、 「あしのはやい魚」と同じ意味なのは言 
うに及ばず で、 愛理は無言でタオルに顔を埋めた。 

殺人事件云々ょりも、この面子の心臓の強さが一番おそろしい。 

「え一、僕の名推理は？」 

不満そうに恭一が フォー クでテ ー ブルを コンコンと叩く。 「せっかく高校生探偵な 
のに」という意味のわからない拗ねた口調が可愛くて、少し和んだ。 

「推理なんかするつもりはない が、 確認したことはある」 

嘘 だ、と 愛理は思っ た。 推理をする気がないなんて ことは ないはず だ。 

「確認？」 

神崎が訝しげに片眉を 上げる。 

r 圭吾さんの見たことが本当だったことを、今朝確認しました。桐生さんは 亡くな 
っていて、窓は施錠されていて、ドアはあの 通りで、 凶器は多分持ち去られた」 
「凶器って？」 

恭一が興味津々にテーブルに身を乗り出す。 

「部屋に ある、 変な金の置物じゃないかと思う◦轟木先生の部屋にはなかった」 
「僕の部屋にはゥサギがいるょ」 
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〇 


次の日の朝食は、クロワッサンとトマト オムレツ、 フレンチドレッシングのサラ 

ダに、オレンシジユースといぅメニユーだつた。 

いつもと あまり 変わらない食事風景 だ。 嵐も驚くほどに止む気配がないので、い 
い 加減 慣れた。 
r こんなときにナンだけど」 

ごちそうさま、と一番最初に食事を終えた響が、満足したらしい腹を撫でながら 


口を開いた 


〇 


「アレ、窩らねえの 




まだ食事中だった全員が、一斉に手を止める。 

愛理はむせかけたオレンジジユースを苦心して飲み込む。密かに目を白黒させて 
ると、亮が隣からタオルを差し出してくれた。 

「桐生さんの足がはやい か、 亮くんの名推理炸裂がはやいか、それとも救助がはや 
いか、といつたところですか」 


V 


び わ 


食後のデザートに出てきた枇杷の皮を剥きながら、轟木がのんびり と言ぅ。 この 



































発見されるまでの間なのは疑いようもない」 

愛理は作業が終わったその足でこの広間へ下りて きた。 

そのとき、ここには轟木と桐生を除く全員が揃っていた。 

「栗原がここに下りてきてから、私が覚えている限りだれもこの場を離れていない。 
安達くんはキッチンに立つこともあったが、物音はずっとしていた」 

斜め前に座っている 神 崎の 目が、 愛理に向けられた。眼鏡の奥の 目は、 綺麗に澄 

んで いる。 

I 轟木先生と栗原以外に、だれに桐生くんを殺せるチャンスがあったと？- 

神崎の声にはなんの躊躇いもなかったので、愛理は一瞵「なるほど、そうなのか」 
と納得しかけた。 

「ちよつとなに言つてるの さ！」 

ほうける愛理の代わりに、蓮がテ^ ™ ブルを叩いて立ち上がった。 

「そうだよ、愛理がそんなことするわけないよ！」 

恭一の加勢にも、神崎は少しも動じない。 
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「私の部屋には確かお猿さんがいましたけど、その子がいなくなっているわけです 

か？」 

「犯人はその猿だ！」 

「凶器だっつってんだろ一が」 

茶目っ気たっぷりの棒読みで高らかに宣言した恭 一と、 すかさず突っ込んだ響は 
今日もナィスコンビだった。 

「それで？ 現場検証の真似事の 次は、 全員の事情聴取でもするつもりか？ くだ 
らない 。そんな ことを しなくても、 現時点で犯人の可能性があるのはふたりだけだ 
ろう」 

神崎の冷静な声は決して大きくなかった が、 全員を黙らせるには充分な内容だっ 
た。 

「な一、そういうのやめねぇ？ — 

響が頭を搔きながらそう言うが、神崎は無駄にハキハキした声でザクザクと話を 
続けて ゆく。 

「轟木先生と栗原と桐生は二階で原稿を描いて いた。つまり 桐生は原稿が終わる ま 
では生きていたことになる。そうなれば、彼が殺された のは、 作業が終わってから 
































的じやねえの？」 

違ぅ？と響は身軽な動作で立ち上がり、一度大きく伸びをしてからテーブルの 

食器を片付けだす。 

「今日の朝食の片付け当番はオレと神崎さんだつたよな。ほら、洗いますよ一」 

r . ああ」 

愛理は黙って自分の前の皿を重ねながら、そっと隣の亮を窺い見る。 

視線に気吋いた亮は無造作に手を伸ばして、ぽんぽんと愛理の頭を撫でた。 


「愛理さん」 
r ……轟木先生」 

食後のお茶はア^^ルグレイだった。ミルクをたっぷり入れたカッフを 手に、 広間 
のソファで膝を抱えていた愛理は、轟木の声にハッと背中を伸ばす。 
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「可能性の問題だ。それも、極めて単純で現実的な」 

シンと広間が静かになる。次に口を開いたのは轟木だった。 

「確かに、この状況では、愛理さんがここへ下りて くる 前にひと仕事した か、 私が 
下りて くる 前にひと仕事したかの どちら かで しようね。 みなさんが愛理さんでない 
というなら、容疑者は私ひとりに絞られるわけですか」 

「そんな _****_ I _ ,•' ^| 

「いいんです。どうせだれも私のことなんか庇ってくれないんですから一 
子供のように轟木が拗ねた。 

おかげで緊迫した空気にはならずに済んだ が、 本題が宙に浮いた妙な雰囲気はど 
うにもなら ない。 

気まずい 中、 「え 一、」と 響が咳払いを する。 

「だからそういうのやめようぜって言ったのに、だれもオレの話を聞かないからこ 
/っいうことになるんだろ」 

も一、と冗談めかして響も拗ねた。 . 

とにかく、ミステリ小説じや あるまいし、 現実的っ ていうなら、 容疑者とか密室 
トリックとか現場百遍とか 言うよりもまず、 外に 出る 方法探す ほうがよ っ？ ど現実 
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「予備の寝袋があつたので、それで寝ました」 


どこで寝た のか、という 疑問が顔に出ていたの か、 轟木は そう 教えてくれた。予 


備の 寝袋、という 言葉の意味が謎 だが、 あえてつつかない ことにする 


〇 


です が、 やっぱり宋は硬かったです」 


言って、轟木はさらにあくびを重ねた 


〇 


「そぅだ。愛理さん、膝を貸してください」 


1 —t S 

13 

f V 


V 


or 


「膝です一 


唐突な申し出に、愛理は意味を飲み込む前に「はあ」と頷いてしまぅ 


〇 


「ありがとうございます。では、 失礼し ますね」 


ころりと 蠢木が身体を國 す。 自分の膝に載った靡木の頭の重みに、愛理はようや 


「漆を貸す」の意味を正しく理解した 


〇 


(ひ、 膝枕 


「ああ、とても 気持ちいいです」 


I と 



木先生 


吐息混じりの色めいた声音に、愛理はうろたえる 


0 
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座ってもいいですか？」 

「はい、もちろん」 

横長のソファの端に ょると、 轟木はあくびをしながら隣に腰掛けた。 

「愛理さん、大丈夫ですか？」 

「え？.」 

俯けてレた顔を上けると、靡木はまたあくびをした。なにかを話そぅとしてあく 
びのために中断し、それを五回ほど繰り返す。気が抜けて、逆に愛理が「大丈夫で 
すか？」と轟木に訊ねてしまった。 

「ええ、まあ」 

「あまり お休みになってないんですか？」 

「自分の部屋はアレです し、 桐生さんの部屋に移動するといぅのもなんだかアレで、 
昨夜は作業部屋で寝たんですょ」 

階段の正面にある余ったひと 部屋、 通称「作業 部屋」。 

そこは、もともとゲスト用には整えられていない空き部屋だった。そんな部屋に、 
急遽漫画を描くために机を運び込んだだけの簡素な空間なので、当然ベッドもなけ 
れば布団もない。 









































「神崎さん は、ココロよりもオ ツムの人ですからね」 

「でも、 あんなふうに言われて …… J 

「今更です よ。 あの人がああいう人な のは、 気の毒なことに生まれつきです」 
口調はさっぱりしていて軽かった。轟木にとっては本当になんでもないことなの 
かもしれ ない。 

そう思うと、気持ちが少し軽くな った。 轟木も、それにもちろん愛理も、桐生を 

殺したりはしていない。 

「それに、私が一番怪しいのも確かですしね」 

「——冗談でもやめてください」 . 

肩を落としてため息混じりに訴える と、 轟木はふふっと笑って寝返りを うった。 
「轟 木、 先生っ」 

声が弾んでひっくり返った。 - 

ちようど愛理の臍のあたりに、轟木の整った鼻筋が甘えるように擦りつけられる- 
「あなたが信じてくれる。私にはそれだけで充分なんです」 

「* . え？ I 

「だれに疑われてもいいです。あなたが信じてくれれば」 

星空の コミック ガーデ ン ★如 
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だれもあなたのことを疑つたりしていません。心配しなくても大丈夫です」 


慌てる愛理をよそに、轟木は穏やかな声でそぅ言葉を継いだ 


〇 


まるでジヱツトコースターのような轟木の話の展開に、愛理の頭はまた置いて 


V 


かれる 


〇 


「だから、人を避けてこんなところで小さくなつていなくていいんですよ」 


あおむ す 

仰向けになった轟木が長い腕を伸ばした。指が愛理の髪を静かに梳い て、 それか 


ら憂しく頰を撫でる 


〇 


ぐさ 


染み入る ような 甘い 仕種に、心臓が跳ねた。 

ヵーッと頰が熱くなるのを感じる。息が震えそうで、愛理は慎重に呼吸した。 
「ありがとう、ございます。でも、違うんです 
よしよしとこめかみの生え際を撫でてくれる指を くすぐつ たく思いながら、愛理 
は膝の上の轟木を見つめた。 

「童う？ 


神崎さんが、轟木先生を疑うような ことを 言うと思わなかつたから 


(それに驚いて、轟木先生がそんなことするわけない って、 すぐに言えなかった 
こんなのただの自己嫌悪で、慰めてもらえるよぅな感倩じやなハ。 
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あや取り教室を開いている 


0 


「ところで、 高校生探偵はいつにな つたら 決め台詞を放つ わけ？」 



水を向けられた恭一が「え一」と顔を上げる。手元にはなにかになる途中の 




があって、恭一の前にはいくつかの折鶴が転がっていた 


〇 


「決め台詞なんてないよ一」 


「よし、じゃあ決めろ」 


あ、 じゃあ轟木先生に決めてもらおうよ 


足、私ですか？ 


神崎とふたりあや取りをしていた轟木が顔を上げる 


〇 


蓮と恭一と響と轟木、四人が名探偵の決め台詞について喋っている一方で、愛理 


は悩んでいた 


〇 


食べたり飲んだりしかしていない気がする。もしかして身体が 





のは、 天 


気や気分のせいだけではないのかもしれない 


〇 


(体重 



えてたりして 


?* 


愛理は目の前の空の皿をじっと見る。亮シェフによる本日のデザートはテイラ、、、 


スだった。調子に乗って二切れも食べた自分が今となっては僧い 


〇 


星空のコミックガーデン^ 51 
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5 

シンプルな轟木の言葉が、愛理の胸をぐらぐらと揺さぶる。カーッと顔が熱くな 
つて、耳から煙を噴き上げそぅだ。 

(なんか、すごく恥ずかしいことを言われた気が .) 

「もちつ、もちろん、信じてます .. 」 

轟木の鼻が触れている腹筋に持ちうる全部の力を込めて愛理が叫ぶと、轟木は笑 
つて「ありがとうございます」と言つた。 

「私も愛理さんを信じていますよ」 


その日も一日嵐はおさまらなかつた。 

それでも、せっかく来たのだから無益に過ごすのはもったいなくて、愛理たちは 
知恵を絞って楽しく過ごす努力をした。 

ハンカチ落としだの手作り人生ゲームだのを経て、夜はおとなしく折り紙おょび 





















階段を上がりきったところで、恭一は高らかに宣言した。 

「アィア厶ジ V スティス ！ J 

(ムロっているような 間違 っているような……) 

「というわけだから、 調べよ！」 

「え？ なにを？」 

「轟木先生の部屋！ちゃんと調べればきっと、愛理がハンニンじやないって証拠 
力 U てくるよ！」 

「恭一くん . 」 

きゅっと、 恭一 の 両手が愛理の両手を まとめて 包み込む◦間近から じっと 瞳を覗 
きこまれ、 愛理は ドキリとした。 

手にこもる 力と、 真剣なまなざしに、一瞬恭一が知らない青年の ように 思えた。 
惹きこまれた ように、 目が離せない。 

「愛理のこんな小さくて綺麗な 手で、 人なんか殺せるはずがない もん。 愛理が疑わ 
れるなんて絶対ダメ だよ」 
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r 英語とかどうですか 


? 


『アィアムジャスティス 


D 


とか『オウ 


レジヱンデ 


ィア 


_ 


とか」 


うっわ、 頭悪そうでいい！」 

「使う機会に恵まれるといい ね、 恭 
「じゃあ 愛理、 行 こ！」 

急に声をかけられて、愛理は椅子から飛び上がった 


〇 





つ？ 


恭 一は、 白い皿と睨み合つていた愛理の手を取ってぐいと引っぱる。強引に立ち 


〇 


愛理を支えてしやん と立たせてから、 恭 


上がらされ、愛理はその場でょろめ 
はおもむろに走り出した。 

「どこ行くの P 

愛理の手首を引いて、恭一は広間を出た。そのまま階段を駆け上がっていく 
恭一の行動の意図がわからなくて、愛理は素直にひきずられつつ戸惑った。ちょ 


〇 


つど「運動しないといけないかな」と思つてはいたけれど、それが恭 




伝わった 


とは思えな 


〇 


V 


「恭一 くん、 てばつ」 





































それに。 

「きつとだれも 犯人 じやないよ。そうでし よ ？ t 、 

そう 屠 じたい。そう 願っ てる。 

「私たちの中のだれかが桐生先輩を殺したなんて思いたくないし、だれが犯人かな 
んて考えたくないよ」 

「それは違うぞ、愛理」 

「 . 亮？」 

背後からの声に 振り返る。 心配で追いかけてきたの か、 いつの間にかやってきて 
いた亮が背後に立っていた。 

亮は倒れたドアに片足を乗せたところで止まっていた愛理を廊下に引き戻す。 
「つらくても知らなきやいけないのが真実だ。逃げてもだれも救われない」 

「でも、 亮」 

「どんな真実でも、それはおまえを守る」 
r ……なんか、そっちのが決め台詞っぽい」 

星空のコミックガ—デン ★ 55 






















につ こりと 微笑んで愛理の手を 離し、 恭 一はくるりと 踵で 夕 1 ン した。そして、 
今朝は やくに 亮が隙間を開けて閉じた轟木の部屋の ドアを—— 

「せ一の、はっけよおおおおい！」 

相撲取りのように両手でつっぱって向こう側へ押しやった。 

ずっし一ん 、と 大きな音を立てて、扉が倒れる。 

「 .I 

もうこの 程度の ことでは 驚いたりしない 自分を、 愛理は 他人 事の ように 逞しく思っ 
た。 

「よ*~ • — ン、 ^■休 すよ*"-」 

恭一は身軽にぴよんと倒れたドアに乗って、ぴよんと部屋の中へ着地した。 
「おいで愛理。一緒なら怖くないよ」 

「でも . 」 

愛理は片足だけドアに乗せて、躊躇する。 

今朝亮が部屋を調べたのを愛理は見て いる。 彼は 「もうこ こで得られるものはな 
にもない」と言って いた。 それは、だれかが犯人 だという 証拠もだれかが犯人でな 
いという 証拠もなかつ たという ことなの だろう。 
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亮が落ち着き払った声でもう一度「愛理」と呼んだ。自分の、子供のような態度 
が身にしみる。 

顔を上げられなくて、愛理は俯いたまま廊下を駆けて、自分の部屋に飛び込んだ。 


ドーンと雷が落ちた音で目が覚めた。 

直後に携帯電話のアラームが鳴り出す。 

(朝…… ) 

愛理はもそもそと起き上がった。 

今日も窓の外は変わらず嵐 だ。 ヵーテンを開けなくても、すつかり慣れてしまっ 
た 雷と、 窓ガラスを叩く雨粒と風の音でわかる。 

のろのろとベッドを下りて、のろのろと着替えた。 

湿度が高いせいか、それとも運動不足なのか食べすぎか、日に日に自分の動きが 
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桐生の遺体の足元にしやがみこんでいた恭一がぶつぶつとぼやいた。 

「でも、亮の言ってることわかるよ。愛理が犯人じやないっていぅ事実は愛理を疑 
いから守るし、だれかが犯人だってわかればその人から愛理を守れる。そういうこ 
とだよね」 

亮と恭一の言葉は愛理に甘かったけれど、それでもやっぱり「そうですね」と納 
得はできなかった。 


「そうだとしても 


_****_ 




亮、恭一、蓮、響、神崎、そして轟木。 
全員の顔を順に思い浮かべる。 


(みんな、私の大切な人だもの…… 

だれかを疑ったり、だれかがだれかを疑ったり。そんなことしたくないし、して 


i 


しくない 


〇 


「私にはできないよ 

愛理 

「そんなのィヤだよ 


_ _ 




愛理は、亮に掴まれていた腕を、感情的に振りほどいた 


〇 


■ 
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(重力 . .こ 

不思議な ことに、 「落ちる」 ょりも 先にその単語が頭に浮かんだ。 

ニユ ー トン 先生、 支えがなければ、りんごも人間もこんなふうに落下するんです 
ね、 わかります。 

つまり、 愛理は階段から落ちた。 

「おうぉわ！」 

ど すん、と 鈍い音がしたけれど、なぜかそれほど痛みは感じなかった。代わりに、 
間近で変な声を聞いた。 

「ィッテー、びっくりした。 愛理ちやん？」 

続く声は、密着したあたたかいものから直接振動で聞こえた、気がする。 

「は、 服部さんっ」 

愛理は響の胸の中にいた。 

落ちた自分は、ちょうど下にいた彼を巻き込んだらしい。 

「すみません ！ 私、 あの . っ」 

星空の n ミックガーデン ★ S 
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5 

鋪っている気がしてぞっとす る。 

一階の洗面所に体重計はあっただろうか。あったら、怖いけれど乗ってみなけれ 
ばと、 決心して部屋を出た。 

廊下は静かだった◦階下からは話し声がする ので、 もうみんな起きているのかも 
しれな V 

「ぁ」 

廊下を中ほどまで きたところで、 昨夜恭一が倒した轟木の部屋のドアがそのまま 
になっ ている ことに 気付いた。 中にはまだ不貞寝ポーズの桐生の遺体が あると 思う 
と、 自然と足が はやくなる。 

轟木の部屋を通過して、ホッと肩の力を抜いた。 

そこからは止めていた息をゆっくりと整えながら 歩き、一 階へ下りるために階段 
の手すりに手をかける。 

そのとき。 

「--ッ！」 

ドン！と背中に重い衝撃を受けた。 

え、 と 思った ときには、 愛理の身体は宙に浮いて いた。 







































響は愛理の手を 取って、 自分の胸に触れさせた。 

「ね？ 意外と鍛えてるだろ？」 

細身の外見を裏切るしなやかな筋肉の存在が、掌に伝わる。 

体温。そして、鼓動。 

掌にリアルに感じる響の身体に緊張して、愛理の指先がひくっと引きつるょうに 

震えた。 ■ 

その 反応に、 響が クスツと笑った。 目を 細めて、 愛理の顔を視 きこむ。 

「どうかした？ . エツチなことしてるみたいに思つちやう？」 

「お、お 思っちやいません！」 

愛理は悲鳴のょうな声を上げて、慌てて響の身体から手を離す。 

「な一んて。で、ど一したんだ？ 寝ぼけて足踏み外した？ それともあんまり眠 
れてないとか？」 

訊ねられ、愛理はハツと階段を振り返っ た。 

(だれも、いない…… ) 

「ん？ど^—かした？」 

足を踏み外したんじやない。自分のせいじやない。 

星空の n ミツクガーデン ★ m 
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愛理は、床に尻もちをついた響に、横抱きに受け止められた姿勢 だ。 

「大丈夫？」 

声が、 ゃっぱり身体に直接 響く。 

響が呼吸す ると 胸が軽く上下す る。 それが ぴったりとくっついた 愛理には はっき 
りと わかる。 

広い 胸。 薄手のシャツ越しに伝わる 体温。 

愛理の鼓動は、多分響の倍の速度 だ。 

「怪我してない？」 
r だ、 大丈夫です」 

「よかった。女の子が傷とか作ったりしたら大変だぜ？ 。まあ、 愛理ちゃんみたい 
に可愛い子をキズモノにするつていうの も、 男としては夢のようなシチユエ ーショ 

ンだけど？」 

微笑する響の目元には、近くで見ると蜜のような色気が あった。 ひどく気恥ずか 
しくて、 思わず 目を 逸らして しまう。 

「あの、服部さんは—」 

「ォレ？ォレは頑丈だから大丈夫」 





































響がいなかったら、きっと怪我をしていたはずだ。 

指先から、震えが全身に渡ってゆく。ザアッと血の気が引いて、顔や手があっと 
いう間に冷たくなった。 

(どうして……つ) 

ふいに、愛理の身体に回されていた響の腕にぎゅっと力がこもった。 

「服部さん っ？」 

「突き落とされたって . ？」 

響の声も、微かに震えて聞こえた。愛理は驚いて身じろぎしたが、響の腕は少し 

もゆるんでくれない。 

「だれが……っ」 

髪に埋めるょうに低く眩かれた言葉に、愛理はハッと動きを止めた。響の憤りが 
直接流れ込んでくるょう で、 胸がきゅうとしめつけられる 

強く抱きしめられて、痛いくらいなのに、なぜだか逆に安心した。 

愛理は自分の腕をそっと響の背中に回してみる。 

ゆっくりと呼吸が楽になって、震えも少しずつ収まっていった。 

(だれかが私を階段から突き落とした) 

星空のコミックガーデン责防 
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6 

だって。 

「私…… J 

片手を後ろに回して自分の背中を撫でて みる。 

勘違いなんかじゃない。 

だっ て、 あれは、たしかに。 

「私、だれかに」 

人の手だった。 

背中にどんと突かれたのは、たしかに、絶対、人の手だった。 

「突き落とされ、た . ？_ 

最後のほぅは、声が震ぇて掠れた。 

この屋敷で、だれかに階段から突き落とされるなんて、そんな こと、 起こるはず 
がないのに。 

(だってここには私の大事な人しかいなくて。みんな優しくて、大好きで……0 
でも桐生は殺された◦そして自分は階段から突き落とされた。 










































神崎が、コンビ ー フの缶詰を開ける手をとめた。 

「それで、だれがそんな ことを？」 

「それは . 」 

愛理が落ち着くのを待って、響が二階に上がった が、 廊下にはもちろんすでにだ 
れもいなかった。 

「今日は まだ、 私と彼女以外はこちらへ下りてきていない」 

「……上に いるのは、 亮と恭一と轟木先生ってことか」 

ぽつりと蓮が眩いた。 

「そんな！三人のだれかがっていう意味？」 

「ま^ま^ —落ち着いて、愛理ちゃん」 

ぽんぽんと、響になだめるょうに肩を叩かれる。 

「私 . 思うんですけど」 

それ以外になにも思いつかなかった。 

たつたひとつの仮説を、愛理は口にした。 

r この 屋敷には、 私たち以外に も、 だれかいるんじゃないで しょう か」 

星空の n ミックガ—デン★奶 
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.難 0 

靈一薇 p . : 


(でも 



それは事実だ 


0 - 


私はやっぱりだれかを疑ったりはできないよ 



「階段から突き落とされた 


? 


階の広間にはだれもい なくて、 キッチンに蓮と神崎がいた 


〇 


や\ 
力 


〇 


そういえば 昨日、 あまりにやることがないので家事を交代制にしょうと恭 
出して、全員でくじ引きをしたのを思い出した。その結果、今日の朝食当番は蓮 
と神崎になったのだ 
「愛理、怪我は！」 

「大丈夫。ちょうど服部さんが受け止めてくれたの」 

「へえ、響もたまには役に立つじゃん」 

「そりゃど一ゅ一意味だ」 
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窓の外でザアッと一際大きく風が吹いて、次の瞬間、突然目の前が暗くなった。 

「--停電 P:」 

全員が天井を見上げる〇 

朝なので真っ暗にはならない が、 天気が最悪なせいで電気が消える と 夕暮れのよ 
うに薄暗い。 

「こり やまたお眺え 向きと いうかなんというか .. 」 

感心したような呆れたような口調で響が肩を竦めた。 

「ブレーカーが落ちたのかよ？ ちよつと見てくるわ」 

ひらひらと手を振つて響がキッチンを出て 行く。 

「で？」 

「はい？」 

神崎が、愛理に話の続きを促した。 、 

「ここに、 私たち以外にだれがいると？」 

「だれ、 かはわかりませんけど。桐生先輩を殺した のも、 私の こと 階段から突き落 
としたのも、 どこかに隠れている第三者 だとしたら、 辻棲が合う と 思うんです」 

「辻棲が合うのでは なく、 ご都合主義なだけだろう」 


















「そんなに電力を使うようななにかをしたんですか ？ l 
「…… いえ、 してませんが」 

そういえばそうだ、と神崎と蓮と愛理は互いの顔を見合わせた。 

それに、主電源のスィッチは玄関にあったはずだ。距離と手間を十二分に考えて 
も、 響の戻りが遅い ように思う。 

r. 」 

r. j 

なに か、 嫌な予感が する。 

「ところで、 おふたりは今起きたんですか？」 

神崎が、轟木と恭一を順に 見た。 頷いた ふたりに、 彼が次になにを言おうとして 
いるのか想像が ついて、 愛理と蓮は揃って息を飲む。 

「栗原を 驚かそうと、 背中を押したりはしませんでしたか」 

神崎で も、 言葉の表現をやわらかくすることがあるんだ な、 と愛理は思った。 
「え？」 

「なにそれ？」 

轟木と恭一は揃って「意味がわからない」というように首を傾げた。 
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相変わらず神崎の言葉は直球で、いちいちまともに突き刺さって痛い。 

「でも、 絶対ない とも 言い切れないんじゃない？」 

蓮の援護射撃に、神崎は「それはたしかにそうだ」とこちらが拍子抜けするほど 

あっさり頷いた。 

「凶悪な脱獄囚だとか来る途中に因縁をつけてきた様子のおかしいご老体だとか、 
心中事件で片方だけ死んだ言い伝えとかご当地子守唄とか落ち武者伝説とか、この 
場に似合いな陳腐な題材ならいくらでもある。ないとは言わない◦ただし、すべて 

フィクションだ」 

「 . っ」 

少しの隙もな く 流れる神崎の声に、愛理はぐっと 詰まる。 

「おはようございます、みなさんここにいたんですね。どうしたんですか？」 
「おはよ一。電気もつけずになにやってるの？」 

轟木と恭一がキッチンに顔を出した。 

「停電 だよ、 停電」 

蓮が冷蔵庫を開けてまっくらな庫内を示し、状況を簡潔に伝える。 

「ふうん。ブレ^ — 力^— でも落ちたのかな一 
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厳正なるグ ー パーの結果、愛理と神崎で ー チ ー ム 、蓮と 轟木と恭一で ー チームと 
いうことになつた。 

「じゃぁ、 僕たちは停電の原因探しと響の捜索をしつつ一階を冋 るから、 愛理と神 
崎さんは二階をよろしくね」 

「ついでに亮起こしてきなよ。いくらなんでも遅すぎる」 

「気をつけてくださいね、ふたりとも」 

三人はそう言って、玄関のほうへ向かって出発していった。 
r ……私たちも行くぞ」 

「ぁ、はぃ！」 

神崎が さっさと 背中を向けて階段に向かうのを慌てて追いかける。 

(どうしてよりにもよつて神崎さんとふたり .) 

気まず い。 

愛理は肩を落として神崎の半歩後ろをついて歩く。 
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〇 


「栗原がさつき階段から落ちたんです 


〇 


だれかに背中を押されて」 


〇 


絶句したふたりは驚きと、七配が混ざった顔で愛理を見る 
「たまたま服部さんが受け止めて くれたから、 怪我とかはしてない の。でも、それ 
でね…… 

愛理はもう一度、「この屋敷には自分たち以外にだれかがいるんじやないか」と 
う話を繰り返した 


V 


0 


よし 


〇 


わ力つた！ 


「おや、高校生探偵の謎解きですか？」 

、っ、っん。愛理の話がわかった。それに屋敷内の捜索って、もっとはやくにやらな 
きやいけないィベントだつたよね I 


0 . 


:ン 、と恭 一が胸の前で両手を叩き合わせる。 
ーチームにわかれてお屋敷全部調べようよ！一 


どぅせ今日も一日退屈なんだしさ 


1 • 


と 



は最後に朗らかに自分の都合を付け 


足した 


〇 


















































「まあな」 

神崎は、クロ ー ゼット の扉までご丁寧にもノックしてから開けた。 

「七人もいればひとりくらい増えても気付かない、という考え方もあるかもしれな 
いが、逆に七人もいるのだから、おかしなことがあればだれかが気付くだろう」 

「じや あ、 どうして」 

どうして神崎が捜索に加わっているのかわからない。 

「私がそう思うというだけで、おまえの説が百パーセントないという意味ではない 
からだ」 

だれもいない な、 と眩いて、神崎は愛理の横をすり抜けて部屋を出て 行く。 
「それに、ここから一歩も出ず仕事も運動もしないで怠惰に時間が流れていくのを 
見ているのなら、侵入者がいないことを確認する作業に加わったほうがまだマシだ」 
それから、と言いながら神崎が立ち止ま った。 急いで神崎の後を追いかけていた 
愛理は、勢い余って背中に衝突する。 

「もしかしたら勘違いしているのかもしれない が、 私はおまえや轟木先生を疑って 
いるわけじやない」 

「え？ I 
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「栗 原。 二階にだれかが潜んで るとするなら、 それはだれかが 野っているという こ 
とだな」 

愛理が階段を上がりきるのをてっぺんでまっていた神崎が、また冷静な声でとん 
でもないことを言い出した。 

、え？」 

r 二階に余計な部屋はないだろう◦だれの助けもなくどうやって潜伏する」 

「で、でも、 作業 部屋とかもあります し。…… 轟木先生の部屋 だって、隠れょうと 
思ぇば隠れられるかも」 

「殺人鬼なら、殺した相手と同じ部屋に隠れるくらいする、か◦それも一理あるか 
もしれないな」 

「あの、神崎さん」 

「なんだ」 

階段から一番近い作業部屋に、一応ノックをしてから入っていった神崎は、返事 
はしたが振り返らなかった。後をついて部屋に入りながら、愛理は神崎の背中に話 
しかける。 

「神崎さん は、 ここに私たち以外のだれかが いるとは 思っていないんですょね？」 































結局逃げ腰な提案す ると、 神崎は意外にも「ならそうしよう」 と 愛理の意見を採 

つてくれた。 


亮の部屋は、愛理の部屋の隣 だ。 

先に立った愛理が、部屋のドアをノックす る。 

「亮？ 起きて る？」 . 

声をかけてしばらく待った が、 返事は ない。 愛理はもぅ 一度、 今度は さっきより 
も強めにドアを 叩く。 

「亮ってば！具合でも悪いの？」 

やっぱり返事は ない。 

「おかしいな……。いつも亮 、朝は やいのに」 

昨日までは、 一番に起きて全員の朝食を用意して くれていた。そぅでなくても、 
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『轟木先生と栗原以外に、だれに桐生くんを殺せるチャンスが あったと？』 

昨日、 たしかに神崎は そう 言ったはず だ。 愛理か轟木が犯人 だと。 

神崎の言葉の意味がわからなくて、愛理は率直に「どういう意味ですか」と訊ね 
た。 訝しむ ような 愛理の声音に、 ふっと 神崎が声をやわらげる。 

「『客観的に見て、そう考えることもできる』というだけのことで、『そうだ』 A 1 ハ 
意味じやない」 

「それって……『神崎さんはそう思ってない』って意味ですか？」 

神 崎は、 少し だけこちらを振り向いた。 唇が' ほんの少し、わかるかわからない 
か 程度 だけ、 微笑んで いるの が 見える。 

「おまえは、あんなことができるような器じやないからな」 

「神崎さん……」 

「で、次はどうするんだ？」 

ここから 先は、 それぞれの 部屋と、 殺人現場しか調べる場所は ない。 

行動の選択を 促され、 愛理は 「う一 ん」 と悩む。 
r —亮を起こしに行きませんか？ 
























































「落ち着け栗原 


〇 


大丈夫だ」 


あわあわする愛理を 見て、 


おち ( 

ーツクに陥つていると思ったのか、神崎はなだめる 


よぅに繰り返し愛理の背中を撫でた 


〇 


普段の簌しい態度からは想像もつかない 甘 さと慈しみに溢れた 手に、 愛理は動け 


なくなる 


〇 


「ゆっくり 深呼吸を しろ。 





そう、 上手だ 


言われた とおりに 息をする と、やさしく 褒められた。背中を撫でていた手が髪を 
撫でる。自分を 包む神崎のあたたかさが心地よ くて、 愛理はほつと息をついて身を 


任せた。 

(神崎さん…… 

亮の部屋からの物音がひどく気がかりなのに、 もう 少しこのままでいたいと思っ 


てしまぅ 


〇 


「あの、神崎さん」 

もう大丈夫です、と愛理は細い声でやつと言つ た。 神崎の胸に手をついて、身体 


を離す 


0 


昆上げる と、 神崎は今まで見たことがない、複雑な表情をしていた 


〇 
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基本的に亮の一日は規則正しい。 

そこで愛理はハツと気付いた。 

(昨日の 夜、 気まずい別れ方をしたんだった 


自分を心配してくれていた亮の手を振りほどいて逃げたのだ 
(もしかして、 すごく怒ってるの かも……？ 

「か、神崎さん、代わってください 
愛理はドアの前を神崎に譲ろぅと足を引いた 
その瞬間。 


〇 


ガシヤーン！と部屋の中からなにかが壊れるような鋭い音が聞こえた 


〇 


きや 




荒々しい音に、愛理は思わず神崎の胸に飛び込んだ 
「栗原 


〇 


真上から落ちてきた声に、 


ツと我に返る 


〇 


いけない、こんなの絶対に迷惑がられる 


I- • 


) 


険しい表情を向けられるのを想像して、慌てて身体を立て直そうとした愛理を、 


神崎が優しく 制した。 穏やかな手つきで抱き直される 


〇 
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部屋の 中は、 ひどい状況だった。 

窓ガラスが粉々に 砕けて、 室内に散乱して いる。 観葉植物の鉢 も、 ベッドサィド 
の洒落た スタンドラィトも 倒れて割れて いて、 床はぐちやぐちや だ。 

深い緑色のヵーテンが、強風にあおられて、生き物のよぅにバタバタと暴れてい 
るのを愛理は呆然と眺めた。 

「そんな . 」 

亮の 姿は、 どこにもなかつ た。 


r 亮がいない？」 

探索を中断して、一階の三人と合流した愛理は' 亮の部屋の惨状を報告した。 
「とにかく、全員でもぅ一度亮くんの部屋に行きましょぅ」 
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困惑と照れが一割ず つ、 残りは不味いものを食べたときの ような、 まつたく感清 


の読めない顔だ 


〇 


「神崎さん 


?■ 


そうか。 なら、 入って みよう。 中でなにか異変が起きているのは間違いない」 


「でも、 鍵がかかってるんじや 


神崎が一瞬息を止めた。 きつと、 自分と同じ光景を思い出しているんだろうと愛 


理は 思う。 


桐生が死んでいるのを発見した ときの、 あの 


〇 


「そうしたら恭一くんを呼べばいい。—•なんとかしてくれるだろう 


(やっぱり、あの木槌の こと 思い出してるんだ 


愛理は当たり障り なく、 そうですねと頷いた〇 


神崎ガドアに手をかける 


〇 



はかかっていない 


あつけ なく、 ドアは開いた。 


-I * 

L 


これは 
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て、 大きな瞳を潤ませた。 

「亮、どこに行ったんだろうね .. 」 

だれにともなく訊いた蓮に、轟木がのんびりと 答える。 

「窓ガラスを割ったら、次は盗んだバィクで走り出すんじやないですか？— 

昭和の発想に、全員が一瞬絶句した。 

最初に立ち直ったのは神崎 だ。 

r . なにか抑圧されてるというならともかく、こんな解放的な場所でいきなりな 

にを爆発させるっていうんですか」 

「海辺の屋敷はたしかに浮かれるほどに解放的なロケー ション かもしれません が、 
現状としては外出もままならないわけですからね。あげく亮くんの部屋のお隣には 
死体 か一~^です。ストレスも溜まりますよ」 

「ストレスなら、私のほ、っがよっぽど溜まっています」 

神崎の言葉に、愛理と蓮と恭一は同時に頷いた。 

もし、ストレスに負けて窓ガラスを割って外へ飛び出す者が出るとしたら、それ 
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轟木の言葉に、五人は階段を 上がる。 

「こっちは、停電の原因もわからなかった し、 響も見つからなかったよ . 」 

愛理の後ろから階段を上がってきながら、恭一がしおれた声で眩いた。 

「服部さんも？」 

「一階は、居間とキッチンとお風呂とトィレくらいしかないでしよ？ 全部見たけ 
ど、響はどこにもいなかった」 

「そんな . 」 

「僕たちを驚かそうとしてどっかに隠れてるんなら . そうなら、そのほうがいパ 

よね。少ししたらふらっと出て きて、 響空気読みなよって笑って済むなら、それが 
‘番いいと思うんだけど . 」 

r 恭一くん . 」 

r ……きっと違うんだよね」 

哀しい くらいに、 愛理 も 同じ ことを 思っ た。 

響も亮 も、 こんなときにそんな悪ふざけをするようなタィプじやない。 

愛理と恭一は、揃ってうなだれながら亮の部屋の前に到着する。 

ただでさえ弱っているように見えた恭 一は、 ぐちやぐちやになった亮の部屋を見 
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らせた 


〇 


だれが疑ったわけでもないのに、いきなり二階の窓から飛び出して逃げるなんて 


変だよ I 


「そもそも、逃げるといつても当てがないだろう 


「そこは、盗んだバイクで 


_ _•#*• 




「轟木先生」 


とに力く と靡木が コ ホンと咳^いをする 


〇 


「大学生といえばまだまだ青春真っ只中。もしかしたら、土砂降りの M に打た^ I た 


い衝動に駆られたりもするのかもしれません。心配なのはみんな同じだと M います 


が、 ここは少し待ってみませんか」 


「でも 


〇 


- ふ 


こっちは心配で、いてもたつてもいられないのに 


〇 


盗んだバィクで走り出したいのは愛理のほぅだ 


〇 


愛理 


と蓮の声が背中に聞こえる 


〇 


気付いたときには、愛理は部屋を飛び出して、階段を駆け下りていた 
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はきっと神崎だ◦亮じやない。 

「 . つて、そうじやなくて！」 

愛理は慌てて轟木と神崎の会話を止めた。 

「あの！やっぱりだれかいるんじやないかと思うんです。その人が、外から侵入 
して亮を連れ去ったんです！」 

握りこぶしで力説した のに、 周りの反応は 薄い。 

(あ、あれ？) 

「それは どうかな」 

意外な ことに、 真っ先に愛理の言葉を否定したのは蓮だった。 

「外から人が入ってきたって言うなら 、もっと 室内が踏み荒らされてるは ずだょ。 
たしかにこの部屋はめちやくちや だけど、 泥だの足跡だのがない のは、 愛理に もわ 
かるね？」 

( ……ほんとだ) 

「でも . そしたら . 」 

「犯人は亮で、窓から逃げたって言うの？」 

恭一がさっくりと核心に独れつつ、「そっちのほうがずっとおかしいょ」と唇を尖 






































ジーンと痛む額を おさえて、 はやくも挫けかけた愛理の視界に、チ ラリと なにか 


がょぎつた 

「亮 

なにかが動いたほぅへ顔を向ける。 

どちらを向いてもほとんどないといつていい視界に、懸命に目を凝らす 
……あんなと こに、 井戸なんかあつたつけ？ 


〇 


ぼんやりと見えたシルエットを、直感的に井戸だと思った が、 それが正しいのか 


はよくわからない 


〇 


ひさし 


両手で目の上に庇を 作り、 しばらく見つめて いると、 その井戸の近くでなにかが 


ずるりと動いた 


〇 


> 


又 


(ずるりつて 


♦ #•»# 4 


) 


これでは まるで、 あれ だ。 

一世を 風靡した、あの、 井戸から這いずり出てくる 
さ、さ . 


〇 


そのとき、ピカツと空が光って、一瞬だけ辺りを明るく照らす 
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「愛理さん！」 

振り返らなかつ たし、 立ち止まらなかった。 

転がるように階段を 降りて、 薄暗い廊下を走る。玄関ホールで一瞬尻込みを した 
けれど、 思い切って重いドアを 開けた。 

「-ッ！」 

酷い風に、外に出ようとした身体が屋敷の中へ押し戻されそうになる。 

それでも愛理は、顔を上げた。 

(亮！ ) 

いつも守ってくれた幼馴染み。ここで自分が立ち上がらずになんていられない。 
もしいなくなったのが愛理だったら、亮は必死で探してくれるはず だ。 愛理が今必 
死になつているのと同じように。 

強風と、大きくて重い雨粒に、果敢に向かう。 

しかし、 

「痛っ」 

飛んできた小枝がベシッと額に当たっ た。 

地味に痛い。その上なんだか間抜けだ。 

























どう説明していいのかわからなくて、愛理はもどかしく親友を見上げる。蓮は濡 
れた前髪をかき上げながら、「本当に君は、ィノシシみたいに真っ直ぐなんだから」 
と微苦笑した。 

「だって」 

「もう！ 愛理までいなくなっち ゃう かと思ったよ」 

恭 一が、 広げたバスタオルを手にバタバタと駆けて きて、 愛理をすっぽりと包ん 
で そのまま抱きしめた。 

「愛理さん、 大きな声を出していませんでしたか？」 

「外に、なにかあったのか？」 

ぎゅっ と 身体を固く すると、 恭一が 宥めるように 愛理を強く抱きなおす。 
外にいたのはほんの一瞬な のに、 自分がびしょ濡れで冷え切っている ことが、 伝 
わる 恭一のあたたかさで わかる。 

「恭一 くん、 濡れちゃうよ」 

「そんなのいい」 

愛理は身体を離そうとしたが、恭一がさせてくれなかった。 

濡れて肌に張り付いた 服に、 恭一の体温が妙に生々 しい。 愛理は困って身体をも 

星空の コミック ガ—デン俞即 



























































見えた。 

井戸から出ている半身は、間違いない。 

「きゃあああああ！桐生先輩 n 」 

ここにき て、 愛理ははじめて愎の底からの悲鳴を上げた。 


「愛理！ I 

ぐつと肘を掴まれて、屋敷の中へ引きずり込まれた。 

蓮 . つ、 いま、 そとに . . . 」 

バタン！と背中でドアが閉まる◦大きな音に、愛理はびくつと身を竦ませて言 
葉を途切れさせた。 

「外に……」 
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か、神崎さん 9 

信じられないのはみんな同じだったようで、化け物を見るような顔で神崎に注目 


して ハる。 


なんだ」 


V 


え、 あの、 


おね力 V します I 


ああ、 と神崎は 頷いて、 率先して階段を上がって いった。 

(変なものでも食べたのかな、神崎さん) 

そぅいえば、 変な ものどころ か今日は まだなにも 食べて いない。 
身体は正直で、 そぅ 気付いた途端に腹がクゥと鳴って空腹を 訴えた。 
……亮のご飯が食べたい な) 


—愛理！」 


V 


ま 行く！ 


急いで先を行く メン 


ぐ、 


追いつく 


〇 


轟木の部屋の 前で、 四人は愛理を待っていた。 

「どうしたの、 みんな怖い顔して」 

「愛理さん、さっきは『この子は恐怖で幻覚が見えちやつたんだなかわいそうに』 


星空のコミックガ—デン女〇 

























































ぞもぞ させる。 

「 . 恭一、愛理びしよ濡れなのにそれじゃ拭けないよ」 

蓮が恭一を引き剥がしてくれた。そして、バスタオルで髪を拭いてくれる Q 
「それで？ 外がどうしたの？」 

「外の、井戸のところに、——桐生先輩がいたの」 

「は？」 と全員——といっても四人^^が「なにを言ってるんだ」という目 f 

を見た。 

「いたの！井戸からずるずる這いずり出てきてたの！ I 
四人が、あからさまにかわいそうなものを見る目になる。 

r . 愛理、それのブームはずいぶん前に終わったと思うよ」 

しばらくの沈黙の あと、 ため息混じりに蓮が口を開く と、 全員が静かに 頷いた。 

「リメィク版のブームも終わってるよ」 

「愛理さん、既存の作家の影響が見られます。もっと独創性を大切にしてください」 

「マンガスクールの批評ですか」 

でも本当な の、 と眩く と、 「わかった」とだれかが言った。 

「靡木先生の部屋に行ってみよう」 


理 
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全員が深く頷いた 


な -んて 


轟木の言 

「人智を超えたなにかがここに 
密室殺人。消える仲間。死体 消失。 

あげく、消えた死体は井戸から這い出てくる始末 だ。 

もぅわけがわからなくて、愛理は考えるのを放禀したくなつた 


0 


(でも、 亮も服部さん も 心配だし 


桐生先輩の死体もあのあとどこに這っていった 


のか 


心配だし) 


* - I— * 


「それならあれじやないのカ ノストラダムスの 
「な、なんだつて 

神崎の投げやりな声に、ノリょく恭一が応えた 
「それはともか 


〇 



さんが遅くありませんか 




その言葉に、俯いていた愛理はハッと顔を上げた。 

お茶を いれると 言った愛理に「僕が やるよ」と 蓮がキッチンに立つ てから、 どの 
くらい 経つたのだろう。お湯が わくまで 時間がかかる といっても、 たしかに遅すぎ 
る気がする。 

「わたし、見に行つてきます 一 
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なんて思ってすみませんでした」 


(そんなこと思つてたんだ轟木先生 


) 


「ほらほら愛理 


恭一が愛理の手を引いた。轟木の部屋の前まで引っ張っ てきて、 「じゃ一ん」と部 


屋の中を見せる 


〇 


「死体消失 


ツク！ 


ピカッと窓の外がまた光った 


〇 


轟木の部屋の 中から、 桐生の遺体が消えていた 


〇 


まひ 


それはもちろん驚くことだけれ ど、 なんだかいろいろ麻痺した愛理は、恭一は自 


然現象と打ち合わせが できるん じやないだ ろうかと思つた 


〇 


「なんだかもぅ、だれが犯人とかいぅ問題ではなくなって きました ね」 

















































それからまた五人でぞろぞろと、蓮の部屋や洗面所、風呂やトィレを見て回った 
が、蓮 も、 亮も響 も、 どこにもいなかった。 

「ここまで変な事件が続く と、 まだ起こつていない起こりそうなことをリストアッ 
プ して、 それを未然に防ぐよう行動したほうがいいように思えてきますね」 

「まだ起こつてなくて起こりそうなこと . 」 

広間に戻る廊下で、愛理は轟木の言葉を繰り返してあっと振り返った。 

「神崎さんをひとりでお手洗いにいかせてしまってよかったんですか？」 

「あ . 」 

先に戻つていて ください、と 神崎がトイレに行つたのはついさつきの ことだ。 振 
り返る と、 すでにそこにはだれもい ない。 


「……そして誰もい なくなった、 まであと少しですね」 

「あの話って、最後どぅなるんでしたっけ——」 

「ええと、 たしか . 」 

「愛理！たいへん！」 
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「僕も一緒に行くよ、愛理」 

理が立ち上が ると、 恭一もぴ よんと 椅子から 飛び降りた。 

「念のため、全員で行きましよぅ。なにが起こるかわかりませんから」 

結局、 恭 一を先頭に全員が連れ立つてキッチンに蓮を迎えに 行くことにな つ た 
そして。 


〇 


「いな 


V 


* 


キッチンは静まり返っていた。 

「やかんは冷たいですね」 

「彼女は キッチンにきていないといぅことですか 
「ひとりで部屋に戻った、ってわけもないよね」 


? 


「蓮は 


■ 4 * 


そんなことしないわ」 


ib 茶をいれると言つておいて違うことをするなんて、蓮はそんな変わつ」 j 性格じ 


やない 


〇 


「でも、 


応部屋も見に行つてみようよ 


恭一が 「ね？」と首を傾げて愛理を覗き込む。うん、と愛哩は頷いた。 
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りするんでしよ 

「詳しく調べようとすると、その関連の記事だけ破り取られてたりもしますね」 
「逆に記事を読めて『こ、これは……！』って真実を知っちやったら今度は死亡フ 
ラグだしね」 

「いいことありませんね」 

轟木と恭 一は、 達観したようすでわかりあってい る。 

愛理もできれば r ね一」と同調したかったけれど、消えた人数を考えたらそうも 

いかなかった。 

「わ、わたし ……つ」 

「愛理？」 

「愛理さん？」 

「もういやです！」 

なぜか唐突に、いろんな感情が一気にこみ上げて、愛理は思い切りふたりに背中 
を向ける。 

そして、弾丸のように駆け出した。 

「愛理！そんなテンプレな行動ダメだよ！」 
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轟木の言葉を、恭一の切羽詰った声が遮った 
「見て！」 

先頭で広間に戻った恭一が、愛理と轟木の間に割り込んで、ふたりの腕に 自分の 
腕を絡ませて引きずる。 


* * * * 




余所者は沈われてこの地で果てろ ☆ 桐生 


真っ白な 壁に、 真っ赤な字が躍っていた 


〇 


こつけい 


怖いというより不気味で、不気味というより滑稽で、滑稽というより間抜けだ 
r ご丁寧に署名つきで 
「達筆だね I 」 

ぽかんと口を開けて、三人は血文字のようなものを見上げる 

「余所者……？ 


〇 


I なら桐生さんは土着の人なんでしょぅかねえ？. 

.ここで図書館に行ってデータべースで検索す ると、 地元の新聞記事が ヒットした 


二'-; ■ 
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おそるおそる目を近付けてみる。中を覗き込んでみたけれ ど、 真っ暗でなにも見 
えなかった。 

(こ、っいうのつて、突き詰めるの も 怖いけど、見なかつたことにするのは もつ と怖い 
ものなんたな .) 

そこにさらに「好奇心」 という もの も 加わつ てくると、もうどうしようもない。 
愛理は観念して、隙間に手を かけて、ぐっと 力を入れた。 

ギギギ . と、鲭びた鉄がきしむようないやな音を立てて、暗闇がぽっかりと穴 

を空けた。 

じっとりと湿気た空気の 中、 石の階段が下へと伸びているのを見て、愛理は思わ 
ず顔をしかめる。 

( ……出た、隠し階段) 

そして、残念なことに自分は降りずにはいられないの だ。 

(怖いのに……、だれか呼びに行く間も惜しんで今すぐ下りなきやと思うのはどう 
してなんだろ…… ) 

愛理はどこか他人事のようにそう思いながら、暗がりに伸びる階段に足を向けた。 

(こ、っいうの も、 なんとかフラグってい/っんじやないのかな . ？) 
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6 

9 

そうです よ、 消して くれつ て言って いるよう な もの じやないです か . ！」 


ふたりの叫びを背に、かたく目を瞑って前のめりに走った愛理は、案の定いくら 
も行かないぅちにどべつと転んだ。 

「レた . 」 

床に打ち付けた膝をさすりながら起き上がる。 

「-ぁれ？」 

目が、自然と吸い寄せられる場所がぁった。 

玄関ホールの壁が、微かにずれている。注意が向いた のは、 そこから風が入って 
きているからだつ た。 

「なに、これ」 

不自然な隙間に手をかざす。冷たく湿った風が、なんともいぇず不気味だ。 



























隠し扉が閉まったの だ。 

愛理は、呆然とその場に立ち尽くした。 

壁の中の隠し階段。地下に続くこの場所には、ほんの少しの光もない。本当に、 
純粋に暗闇だ。目の前にかざした自分の手も見えないくらいの。 

ぬるついた床に足を取られたのはついさっき。転びはしなかったものの、その感 
覚を思い出すと、ただでさえ闇に練んだ足がますます動かなくなる。 

(でも、戻らなきゃ) 

進むなんて選択肢はない。強張った足をロボットみたいに動かして、なんとか方 
向転換す る。 大丈夫。自分は隠し扉から、ほんの何歩かしか離れていない。なにも 
見えないけれど、きっとすぐに外 だ。 

落ち着こうと思う一方で、はやく戻らなきゃと、気が急いた。 

それが、よくなかった。 

ずる、と踏ん張れなかった足が床の上を滑る。 

(重力：：：：) 

そのときもまた、愛理は「落ちる」より先にそう思った。 

(これが地球なんです ね、 わかります) 
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心、中に向かって声を掛けてみる。当然返事はな 


、〇 

V 


あつたら 逃げようと M っ 


ていたのに、と愛理は嘆きつつ一歩踏み出す 

—-きやつ 


〇 


〇 


床は、苔でも生えているのかおそろしく滑りやすかつた 
うわ、壁も湿ってる) 

転ばない ように 手をかけた壁が、じとっと濡れていて泣きそう になる。なのに、 
愛理はもう一歩進んだ。そして K 重に、 階段を一段下りる 


〇 


ふつと、 背後を影が横切つ たよぅな 気がした 


〇 




.•...•'•..••••..'...し. 
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足を止めた のと、 「ギギ 、ガン 


と 音が したのと、 視界が なくなつたのは、 全部 


同時だった 


〇 


最初は、自分が目を閉じたのかと思った 


〇 


でも 


(違う 
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^riv 


) 
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すると、つま 先が なに か柔らかい ものに ぶつかつ た。 

「ひゃあ ！ 」 

硬ければ壁や段差かもしれないけれど、柔らかかったらなんだろう。あってもお 
かしくないと予想できる範囲のものではありえない。 

ちよい、と おそるおそるつま先で もう 一度感触を確かめる。 

(ほんとになんなの……つ？) 

どうしたらいいのかわからず、ちよいちよいとつつき続けて いると、 モサ 、とそ 

れが 動く 音が した。 

一 - ツ ！し 

悲鳴は声にならなかつた。 

「う……ッ」 

(. 、っ？) 

微かに聞こえたのは、呻くようなあえかな吐息。愛理は硬直した。そして、全身 
を緊張させて耳を澄ます。 

— う、 うん . 」 

「 —— 亮 P:J 

星空の nw ックガーデン愈101 


























そして愛理は、また落ちた。 

r . ッッ！」 

今度は、背中から床に思い切り叩きつけられた。 

「ぃ……ぃたぃ……」 

しかし、 痛い くらいで 済んだ のは、 底なしのよう に 見えた階段が意外と短かった 
からなのだろう か。 

自分が落ちてきた上の方をなんとなく見上げてみるが、この闇の中では距離がわ 
かるはずもなかっ た。 

「どうせ落ちるなら、アリスみたいにかわいくふわふわ落ちたかったよ……」 

身を起こしながら、愛理は目が利かないのを承知で ぐるりと 周囲を見回した。な 
にも見えないけれど、風の吹き込んで くる 方向だけは わかる。 

(出口と か、 あるのかな) 

よろよろと立ち上がる。あまりになにも見えないと、地面から自分が少し浮いて 
いるような気がするから不思議 だ。 

すり足で、そうっ と 右足を前に出して みる。 












































-あれ？」 

何度も手や足を滑らせそぅになりながら短い階段を上りきつた愛理は、そこでま 
た非常事態に直面した。 

「あ、開かない……？ 


外から 見て、 階段が左に向かって伸びていたのは間違いない 


0 


がってきたから 


〇 


右手の壁が扉なはずだ。なのに、どれだけくまなく触っても、開けるとっかかりに 
なりそぅな隙間も継ぎ目も見つけられなかった 

記憶違いかと、全部の壁を撫で回してみたけれど、どこもスラィドしてくれない 

(どぅしてつ 

「だれか！」 


〇 


、、、 


ン、と愛理は壁を叩いた。大きな声を出せば、居間にいる轟木と恭一が気付い 


てくれるかもしれない。 

「だれか、開けて！」 

そんなに広い屋敷じゃない。叫び声くらいは届くはずだと思った 
けれど、何度叫んでも、だれもやってきてはくれなかった。 
「なんで…… 


〇 


3 


星空のコミックガーデン ★ 〇 











































ずっと一緒だった幼馴染みの声を聞き間違えるわけがない。 

驚いて、愛理はバッとその場に膝をついた。じっとりと湿る石の床に手を這わせ 

て、 亮の身体を探す。 

「亮！大丈夫 P :」 

見つけた亮 を、 軽く揺する。服が濡れて いて、 その下の肌が異様に熱かった。 
(濡れたぅえに 冷えて、 熱が出てるんだ .) 

手探りで亮の顔を探し当てる。汗の浮き出た額も酷く熱い。軽く頰を叩いて みて 
も、意識が戻る気配はなかった。 

I ど、っしょ/っ . 」 

ぐったりとして重い亮の上半身を胸に抱き寄せる◦熱い息の下、亮がかすかに「愛 
理」と眩いた。泣きたい気持ちがこみ上げたけれど、愛理はぐっと唇を嚙んでそれ 
をやり過ごした。 

(とにかく、一度戻らなきゃ) 

そのためには、なりふり構っていられない。愛理は安全第一を考えて、四つん這 
いの姿勢でさっき転がり落ちた階段を 探す。 慎重に ゆっくりと、 だけどできる限り 
急いで階段を這い上がる。 
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11 : u 


なにも考えず拾おぅとした 手を、 愛理はぴたりと止めた 


〇 


どうして、ここに . ？ 


眩いた。そして思わず亮を見る 


〇 


(違う、 亮じやないわ) 


強く首を振って、忍び寄った疑念を払った。そんなありえないこと考えている場 


合 じ やない。 そぅ、まずは、とにかく、なんとかして 亮をあたためない と 


0 


愛理は急いでその場に膝をつく 


〇 


r 亮、亮 


体温をわけるように亮を抱きしめて、必死で呼びかけた。そうしていないと自分 


が不安に潰されそぅだった 


〇 


愛理 


? 


涙混じりの愛理の 声に、 亮が腕の中で 身じろぎした。そして、 熱い 指が、 愛理の 


頰に触れる。涙を拭ぅどこまでも憂しい仕種に、それまで堪えていたものが一気に 


溢れるのを感じた 


〇 


あとからあとから涙が出るのを止められない 


〇 


な」 
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A - 

疲れ果てて、愛理は階段に腰を下ろした。そのまま、一段ずつ手繰る よぅに 亮の 
いる地下に戻る。 

長い こといた せいか、目が少し だけ 闇に慣れて いた。 地階に 着く と、 横たわった 
亮のシルエットが 見える。 

(あれ……？) 

目を凝らす。 亮の頭の 近くに、なに かが落ちて いた。 

「これって . 」 

金色の、猿の置物 だ。 

『部屋に ある、 変な金の置物じゃないかと思ぅ◦轟木先生の部屋にはなかった』 
『私の部屋には確かお猿さんがいましたけど、その子がいなくなっているわけです 
か？』 

『犯人はその猿だ！』 

『凶器だっつってんだろ一が』 

「桐生先輩を殺した……凶器？」 









































きつく閉じた目の裏で、ぱちぱちと火花が散った。それと一緒に、意識も途切れ 
がちになる。 

(だめ……ここで気を失っ たら、 亮が…… ) 

亮の吐息が熱い。頰にかかった指も熱い。 

でもな にょり、 重なった唇が熱い。 

(亮を……助けたいのに…… ) 

細い糸がふつりと切れる ように、 愛理は意識を失つた〇 


「 —— ん……」 

ザーザーと顔に降りかかる水に目が覚めた。 

まぶたを 上げる ◦自分が、 屋敷の裏庭に転がっているのがわかって、愛理はゾッ 
とした。 
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掠れた声で、亮がなにかを言った 


0 


「なに 


? 


苦しいの 


?- 


愛理は、 ますます 胸深く に亮を 抱きしめながら、声を聞き 杈 ろうと顔を近づける。 


「泣 


な」 


亮の顆 が、 ゆっくりと上がる 


〇 




具儿 




1:: : : : ::> 

: - Ks ''-:-:---:.' :!':::|::>:::: •■■: : . 

一 

ゾ ノ"： •••. 

:.: : : '- : ::'::.: : ; : / . 
sg(s .::: 

冒 




■: v -.: i :- K --! r .:-. 


1 




|||_| 


霞8 Vi .. 


1 綴韻 ^x 
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名前の半分は、唇の中へ直接吹き込む晗好になった 


〇 


> 


又 


? 


唇が重なっているの だと、 理解するのにしばらく時間がかかった 


0 


(キス 


してる 


? 


亮と 


? 


かさかさに乾いたこれが、本当に亮の唇なんだろぅか Q 

だけど、触れた部分からリアルに伝わる のは、 熱く濡れた吐息に違いなかった 
重なった ままの 亮の唇が、「あいり」と動く。ぎゅっと身体を練 ませたけれど、 


〇 


めいてい 


甘い酷 ST がたちまちに全身をくるむ 
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kr 
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そうだ、 停電して るんだ、と思い出す。だから、真っ 暗で も、 なかに 誰もい ない 
と決まつたわけじやない。 

(とにかく、戻ろう) 

きっと 誰かいるはず だと、 心細 さと 不安に泣きそうになる自分に言い聞かせて、 
一歩踏み出した愛理の後ろから、 

「見つけた！愛理！」 

恭一がどんっと抱きつい てきた。 

「恭一くん . っ？」 

「よかった……！本当に愛理 だね？ オバケ とかじやないよね？」 

ぎゅうぎゅうと抱きしめながらそんなことを言う恭 一に、 愛理はほんの少しだけ 
笑いを零した。 

「恭一くんこ そ、 オバケじやないよね？」 

「ホンモノだよ！」 

恭 一は、 少し身体を離して愛理を くるりと 半回転 させ、 正面から改めて抱きしめ 
る。 恭一 もび しょ濡れで冷えきっていた けれど、 身体の厚み も 力の強さ も、 間違い 
なく現実のもの だ。 
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(私 


さつきまで地下にいて 


それで 


# 


まだ亮のぬくもりが残っている気がする唇を撫でながら起き上がる。 

つまり、意識を失った自分を、だれかが屋外へ運び出して放置した、ということ 
だろうか。亮が？ 

れが？ 


と 考えて、すぐにそんなはずがない と 否定した。でも、 なら ド こ 


大粒の雨が、次から次へと降りかかり、強風が身体をなぶる。 

目 も開けていられないくらいの状況の 中、愛理はよろ りと立ち上がり、 目を 疑ら 


して懸命に辺りを見回した 


〇 


居間から見える整えられた庭とは違い、屋敷の裏手はゴツゴ ツと歩きづら い 岩場 
だ◦初日に亮が「あつちには行かないように」と言つていた。なだらかな崖になつ 
ていて、足を踏み外したらごろごろと海に転落するおそれもあるからだそうだ。 
たしかに、まつさかさまに落ちる、というほどではないが、坂と呼、/るようなや 


さしい傾斜でもない 


0 


愛理は後ずさるよぅにして崖から離れ、背後の屋敷を振り返った 
(真っ暗…… 


〇 


屋敷は暗闇に包まれている 


〇 



































































「なあに 


? 


愛理の指を追って、 



が後ろを振り返る 


〇 


そして、そこにあるものを見て、 


ぎやあああああ！ 


さすがの声量で、尾を引く悲鳴を上げた。 

それは、その悲鳴に相応しい、身の毛のょだつょぅな光景だった 


〇 


急な斜面を、桐生が這い登ってきている 


〇 


「あ、愛理、なにあれ！」 

「ししし知らない よつ 

思わず存在を否定す ると、 桐生が這いずるスピ ー ドが格段に上がった 
( V や 1 "™ ) 


〇 


J めんなさいこめんなさいこめんなさ 


V 


とりあえず息の続く限り全力で謝って みると、 桐生はぴたりと動きを止めた。 
けれどそれも一瞬の ことで、 彼は再びジャリジャリ カサカサと 斜面を登り 始める。 
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こんなに冷たくなつて……_ 

「恭一くんだつて、冷たいよ」 

愛理のこと、ずつと探してたんだよ 
ぅん、ありがとぅ」 

きしめてくれる人がいて、会話をしてくれる人がいる。日常にはほど遠くても、 
それがこんなにも不安を除いてくれるなんて。 



ホッと息をついた愛理の耳に、妙な音が飛び込んできた 


〇 


「： 


? 


じや 


\ 


じやりと、濡れた石を擦り4口わせるような音がする 


〇 


愛理は恭一の肩の向こぅに目を向けた 


〇 


〇 


「愛理？ 

ギヨッと硬直した愛理に気付いたのか、恭一が訝しげに身体を離す 
「どうしたの？ 

愛理は、水面に口を上げた金魚のょうにハクハクと口を開けたり閉じたりした 
なにも言葉にならない。やつとのことで、崖のほうへ人さし指を向ける。 


〇 
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圍 11 


ナヘナとその場にしやがみこんだ 

「おつと、 しつ かり I 


〇 


「心 



したんですよ」 


眩くと、恭一も「そぅだよ 


t, * 


みんな消えちやつてさ！一 と類を膨らませる 


0 


「電気の大元は外なのかな一と探しに出ただけだぜ 




卜 


イレの鍵が壊れていただけだ」 


ふたりはそれぞれそぅ言った。ひどい 理由に、 愛理は違ぅ意味で泣きたくなる 


〇 


「ちなみに僕はお茶の葉が切れてたから物置に探し 
. . 物置なんてどこにあるのよ！」 


>^1 


つてただけだよ」 


「蓮 .. 

「外ですよ」 

もしかしてと思つて探してみたら 


とため息混じりに言う轟 木と、 紅茶の缶を 


手にした蓮が、響と神崎の後ろから姿を見せた 


〇 


I も、つ 




よかつた、と心から胸を撫で下ろした 瞬間、 後ろから ジャリ、 と音が追いついた 


〇 


ぎく、 と愛理と恭一は 硬直し、 他の四人は愛理たちの背後を見て悲鳴を上げた 


〇 


(そぅでし ょぅと も 


* 1 — • 
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「きよ、恭一 くん！ 逃け るよ！」 

そのときの 自分は、 我ながらすごく オトコ マエだったと 思う。 
恭一の手首を掴んで、愛理はあてもなくとにかく走った。 


「ぅわ！」 

屋敷の表に回るため外周を曲がった愛理は、そこでだれかに衝突した。 

弾かれて ょろ けた身体を、ぶつかった相手が腕をつかんで支えて くれる。 

「愛理ちやん、こんなとこにいたのか」 

「服部さん . ！」 

「ふたり揃ってそんなに走って、どぅした？」 

「神崎さんも I 」 

愛理の腕を掴んだ響と、その後ろからひょいと顔を出した神崎の姿に、愛理はへ 


12 



























『愛理、夕飯だぞ 


ま？ 

HTV 





ググゥ、とお 腹が 鳴った。 

「愛理！」 

ゴンゴン 、と 部屋のドアがノックされる 

「はいっ 

「夕飯だってさっきから呼んでるだろ 
入つてきたのは亮だっ た。 
r ご、 ごめんね、全然聞こえてなかった」 

愛理の応えに、亮は仕方ないなと言うようにため息をついた。 
「なにしてたんだ 


1空のコミックガーデン ★ 
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「とにかく、 逃け ましょぅ^~」 

愛理は全員を追い越して猛然と駆け出した。すぐ後ろを恭一が、少し遅れて四人 
が、さらに 後ろを桐生が追っ てく る。 

(でも、どこに 逃げれば .！) 

曲がれば後ろにいるはずの桐生と鉢合わせるょぅな気がして、愛理はひたすらま 
っすぐ走った。 

どこへ向かえばいいのかわからない。屋敷からどんどん遠ざかっていることだけ 
はたしかだったけれど、引き返せるはずもない。 

(あ . . ) 

ハッと愛理は立ち止まった◦大事なものを、忘れてきている。 

(亮！ ) 

『愛理』 

すると、どこからか、 亮の声が 聞こえた。 

「亮つ？_ 














































「だ、 ダメ . ！」 

慌てて背中に隠した けれど、 亮の長い手がいとも簡単にノ ー トを 取り上げた。 
「見ちやダメだつ たら！」 

奪い返そうとしたけれど、亮は愛理の手をかわしながら、器用にノートを開いて 
目を通して いく。 


「あのね、亮、それは……ほんとに……」 

ぺ ー ジをめくる亮の表情が、少しずつ消えて次第に険しくなつてい くのを、 愛理 
はなす術なく 見守る。 途中に言い訳を挟もうと した けれど、結局なにも思いつかな 
かった。 

「愛理」 

「 . うん」 

亮はパタンとノートを閉じて、なにも言わずに愛理の手に戻した。 

「——夕飯 だ。 今日はすきやきだぞ」 

(、っつ わぁ .) 

辛辣な意見をもらう よりも、 よほど厳しい評価がある ことを、 愛理はこの時思い 

星空のコミックガ1アン X - 口 





































亮に、向かっていた机の上を視き 込まれて、 愛理は慌てて広げていたノ ー トを閉 
じる。 

「次、 なに描こうかと思って考えて たの。でも、 これはダメみたい」 

「ダメかどうかはまだわからないんじやないか？ 途中で投げ出すものじやない」 

「、っ* ~ん 、そ、 っかな . 」 

「どんな内容なん だ？」： 

訊ねられて、愛理はそっと自分だけに見えるようにノートを狭く開いた。走り書 
きのプロットは、見返すと我ながら意味不明だ。 

「ミステリなん だけどね」 

「へえ、いいんじやないか？」 

興味を示されて愛理は 口ごもる。 期待され るよう な内容じやない のは、 自分が 一 

番 よく 知っているからだ。 

「愛理？」 

「やっぱりやめる！ 絶対無理！」 

「-見せてみろ」 

ばし っと 閉じた ノ ート に、 亮が手を伸ばす。 

































かって話してたんだょ◦スケジユ ー ルすり合わせたら、明日出発なら全員行けるん 
じやないかなんてことになつてさあ」 

呆れ 気味に、 響が肩を 竦める。 

「どこの世界に明日から旅行しょうだなんて計画がある」 

頭痛をこらえる顔で、神崎が眩いた。たしかに唐突過ぎる。愛理は呆然と「全員 
. 」と響の言葉尻を 繰り返す。 

1うん！ ここにいる全員！」 

恭一のハキハキした断言に、愛理は食卓につくメンバーを順に見た。 

亮、轟木、響、恭一、神崎、蓮。それと桐生。 

「この、 全員で？」 

「そう、全員で、 断崖絶壁に建つ『万が一なにかあったらたちまち陸の孤島！』の 
安達家別荘ツア^-」 


愛理は、思わず亮の顔を見た。 

亮も眉間を険しくさせて愛理を見る。 

星空の コミック ガーデ ン* Q 



























































知った。 

無言のダメ出し。これは効く。 

うなだれた愛理は、亮の耳が赤くなっているのには気付けなかった。 

しょんぼり と、 愛理は部屋を出て亮に促される まま 食卓についた。 

「愛理？ どうしたの？」 

ケチャップを 手に、 恭一がかわいらしく首を 傾げた。 

「具合でも悪い？」 

蓮がきれいな手を愛理の額に当てる。 

「熱はないみたいだけど……」 

「自己管理もろくにできないのか」 

厳しい視線と厳しい言葉は、神崎 だ。 

「愛理さんの体調が優れないなら、やっぱり出発は延ばしたほうがいいんじゃあり 
ませんか？」 

轟 木の 言葉に、 愛理は「出発？」と目を瞬かせた。 

(どこに？) 

r 恭一が急に旅行したいって言い出してさ。亮のとこの別荘だか保養所だかに行く 





























































































































































































































































(自分の家の別荘の話なんだから、そんな思い切り不審そうな顔しなくても…… ) 
「俺は行かなぃぞ^^が\ 
おそろしいばかりの無表情で亮がきっぱりと言った。 

「え、なんで21:」 

r ——万が一のことを考えてだ」 , 

まさか、亮の言う「万が一 j とは自分が こねく り回した あの、 しっちやかめっち 
やかな、仕舞いにはなにをどうしたいかも定かではなくなった プロットのことだろ 
うか。 

「ミステリなんだか、ホラーなんだかユーモアなんだか不条理なんだか、ラブロマ 
ンスなんだかわからないょうなことが起こつてからじや遅い」 

「らラフロマンスのつもりなんか少しもない わ！」 

最後の一つだけはどうしても納得いかなくて思わず物申すと、「あれでか」と亮は 
愛理を問い詰める真顔になった。 

ぐっと詰まりつつ、こくこくと頷く。亮は愛理の返答を見て、大仰にため息をつ 
ぃた。 

「——愛理さんの次回作は、断崖絶壁の陸の孤島での、ミステリでホラ I でユーモ 
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謂二へ':": ■: 


恭一が、亮が遠ざけたケチャップを手繰り寄せながら明るい声を出した 


〇 


「やつぱ 




こうよ孤島！一 


「孤島じやねえだろ」 


「行くなら、晴れるといいですね」 



木の言葉に、蓮がテレビに目を向けた 


0 


ちょうど天気予報が流れて いて、 陽気なお天気お姉さんが 


『明日からは大荒れのお天気 


大変な嵐になる地域もありそうです。お出掛け 


は充分ご注意くださいね☆』 


と妙にはしやいだ声で教えてくれる 


〇 






晴れないようですが」 


沈黙した一同を 代表して、 神崎が言った 


〇 


「でも、 嵐にならない地域かもしれないよ 


いや、ここだ」 


テレビの日本地図を、亮が指さす 


〇 


星空の n ミックガ—デン 
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ァで不条理なラブロマンスなんですか 

「ち、違いま……つ 


? 


「見かけによらず欲張りじやん？ 




えあのそぅじやなくてつ— 


「栗 原、 いつたいどんな話を描くつもりだ」 
「だから違いま . つ 


「いくらなんでも詰め込みすぎじやないの？ 愛理 

「違うのつ 

ええ一面白そうじやん。僕読んでみたいな」 

「え、そうかな」 


わしづか 


恭一の言葉に反論を忘れると、 r 愛理」と亮が愛理の頭を鷲掴みにした 


〇 


V 


いたい一 


「肉が煮えたぞ」 

ょほどあれが気に入らなかつたのか、多少の無茶をしてでも話題を逸らそぅ とす 
る亮を見て、愛理はふたたび落ち込む。 


う^~んと 、なら 


I » 


気分転換したほぅがいいのかもしれないよね！ | 
































































































































































星空のコミックガ丄アン女四 

1 — 






























「これは見事なストラィクで」 

響が軽い口笛を吹いた。亮はじろりと愛理を 見る。 

(なんで私が悪いみたいな顔するのよ) 

「楽しみだね 旅行！」 

ああ、 本当に行 くんだ、 と愛理は まだ 続く不穏な天気予報を 眺める。 お天気お姉 
さんは相変わらずの明るい声で、外出が危険なレベルの暴風になったときに近付い 
てはいけない場所を解説して いた。 

(. まあ、 私が書いたよぅな こと、 起こるわけがないよね) 

愛理はそぅ結論 付けて、 目の前のすきやきに集中する ことにした。 

END 
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星空のコミックガ—デン 
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m 村奈央★文 

『星空のコミックガ—デン』発売おめでとうございます！ 

はじめましてこんにちは。 市 村 奈央と 申します。 

自分がどうしてこの場にいるの か、 いまでも不思議でなりません……。 

もともと乙女ゲ^—ムが 大好きで、 この『星空のコミックガ^ —デン』 も、 どんなゲ^— 
ムになるんだろうと興味津々で情報を待っている身でした。まさか、このような形 
で参加させていただけることになるなんて、人生ってわからないものです。 

せっかくなので、普段、文章を書く ときに あまり分泌しない乙女の 愛と、 そもそ 
もの芸人体質と、趣味を思い切り詰め込んでみました。内容にネタバレは含んでお 
りませんので、いつでも気が向いた ときに お読みいただければ と 思います。 

拾ってくれた 方、 助けてくれた 方、 読んでくれた 方、 かかわってくださったすべ 
ての人におぃを_し上けます◦ありがとうございました。 
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NINTENDqr\^ 



は新人マンガ家！ 

これは b 犒…それと t 遒睛？ 

大学生とマンガ家のアシスタントという二束 
のワラジを履く貴女。超人気マンガ家、敏腕 
編集者、アイドル声優…マンガ家ならではの 
接点を持った男性達と、一つ屋根の下で暮ら 
しなが5、夢も恋も叶えちゃおう！ 








•タッチペンをふ / t だ/ it 使った、 
コミックモードアクション！ 

ペン入れ、ホワイト、 I ン貼り等、タッチべ 
ンを使ったマンガの基本テクニックが、ミニゲー 
ム感覚で気軽に楽しめます。締め切り内に完 
成させると、手彳云ってくれた彼の好感度がアッ 
プするかも？！ 





■オープニング 曲 「Day by Dayj 歌:緑川光 

■エンデ イング曲 「キラキラ K Looking for my best friend " J 歌:柿原礅也 

■原画: 街子マドカ ■イ ベント CG :92 枚 




つ■帽の下で繰げられる、新人 


7ン対家鼎■尸 


ベン 









128ページのオリジナルノベル。 
「星コミ」のサイドストーリ_が楽 
しめます。 

街子，ドカ先生による、書き下ろ 
し揮絵有り。 



描き下ろしイラストを使用した 
パツケ _ ジ / 


❻翁 HP ®* 

街子マドカ先生のイラス 
卜使用の大判サイズのポ 
ストカ ー H 2 枚に、特殊加 
エを施した永久保存版 
裏面にはキャラクターか 
らのメッセ'^シ^/]^ 



康華声钃陳の嫌 0 下ろしポイス満載 ! 


みやの まもる みどりかわひかる せきとしひこ 






かみや ひろし かきはら てつや ばく ろみ 

はたの わたる ラえたけ かな 


❸# ppp^wd mala 

本編で展開される轟木先生のア 
ニメ化作品「桃花仙幻記」をべ一 f & / 

スに、キャラクター達が1話分の 
収録にチャレンジ/大爆笑のギャ 
クドラマ CD です。 




物内容 
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ご使用 前に 必ず取扱説明書をよくお読み 
いただき、正しい使用方法でこ 1 愛用ください, 

任天堂の許諾がない装置を使用した 
場合、このゲームはプレイできない 
可能性があります。 
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および賃貸は禁止されています。 


マンガ家体験恋愛アドベンチヤ 

1人用 
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一つ屋毈の下で縹 D 広げられ名、新人マンガ家恋璧アドベンチャー！ 


•貴 U は新人マンガ家！ 

これは庋精…それと t 變精？ 

大学生と マン ガ家のアシスタントという二束の 
ワラジを履く貴女0超人気 マン ガ家、敏腕編集者、 
アイドル声優… マン ガ家 ならではの 接点を 持つ 
た男性達と、一つ屋根の下で暮らしながら、夢 
も恋も叶えちゃおう！ 


•タッチペンをぶんだんに使った、 
コミックモードアクション！ 

ベン入れ、ホワイト、トーン貼り等、タッチペン 
を使ったマンガの基本テクニックが、ミニゲー 
ム感覚で気軽に楽しめます。締め切り内に完成 
させると、手伝ってくれた彼の好感度がアップ 
するかち？！ 







まもる みとりかわひかる 


しひこ かみや ひろし 

かきはら ZOK > ばく _ 5み 

«たのわたるうえたけかな 

HOT ®® 麵 


■オープニング 曲 「Day by DayJ 歌:緑川光 ■エンディング 曲 「キラキラ "Looking for my best friend " J 歌:柿原徹也 

■原画: 街子マドカ ■イベント CG:92 枚 


ご使用前に必ず取扱説明書をよくお読み 
いただき、正しい使用方法でご愛用ください。 

任天堂の許諾がない装置を使用した 
場合、このゲームはプレイできない 
可能性があります。 


FOR SALE AND USE IN JAPAN ONLY. 
COMMERCIAL USE, UNAUTHORIZED 
COPY AND RENTAL PROHIBITED. 

本品は日本国内だけの販売および使用 
とし、また商業目的の使用や無断複製 
および賃貸は禁止されています。 


マンガ家体験恋愛アドベンチャ 


1人用 
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桃花_記 』原作 濟、 

ここに太古より伝わる二つの拳がある f 


STOTY 




一つは世界の安定を望む拳、昇仙拳。 

一つは争いを呼び、世界を滅ぼす拳、|鬼幻拳！1 
この物語は、二つの拳に関わる不幸な運命 1る立ち向^;多少安と 
彼女を守る、5人の拳士達の物語である。^#,； | 

平凡に暮らす女子高生•桃花（ももか)/は？ 

ある日、中国服を着た怪しげな男たちに_父母を殺害ざれ？ 

桃花自身も殺されぞうになる。 

そしを救ってくれたのは、やはり中国服を着た5人の青年達だった。 

桃花は、自分が手伝いをしている中国料理店の店主であ§祖：^ 

昇仙拳と いう 拳法 グループのマスターだ ど知る？ 


鬼幻拳は争いを呼び、世界を滅ぼす拳。 

昇仙拳は父母を殺害した鬼幻拳の面々と 
数千年の時代をかけて争いを続けていだこ^^を知ら”される： 

昇仙拳の麵とはぞれを#にしたものは’ • 

世界を#にするとされるもので、一子相伝の秘拳。 1 

死期を悟っていた祖父は、遊びに模しで桃花に託レた乙 
天才的な軍術を桃花に伝えていたのだっ/^ 

桃花の指示で数々の勝利を収める昇仙拳だが j 
ぞの軍術は奥義とはまた別の、彼女の護身術にすぎな c とわかる。 

数々の謎を秘めながら、鬼幻拳との闘いが始まった 




「桃花仙幻記 J 

キャラクター紹介 




※この物語はフイクシヨンです。 


ちちか 


桃花 ( 16 ) 


祖父と中華料理屋を営む。料理が得意。 
天:打施軍術で、昇仙拳を率いるリーダー 
となる。 



朱貴 


曲がったことが大嫌 
いな熱血青年。 

熱く燃える拳を扱い、 
鬼幻拳の戴宗と幾度 
と無く対峙する。 
桃花の事を気にして 
いるが、なかなか言 
い出せず…？ 



えい 


花栄 


.グ、 


知的で クールな 美し 
い青年。 

昇仙拳の参謀役とし 
て、桃花を支えてい 
る。冷静で隙のない 
拳を使う。 

ヒロインを本気で愛 
し r いる。 




たいそ5 

戴 6 


7J> 


鬼幻拳のリーダー。 
冷徹な性格で鬼幻拳 
の師を殺害し、自ら 
が頂点に立つ。 
さらなる力を手に入 
れるために«阬を狙う。 



鬼幻拳の紅一点。 
妖しい美貌を持つ、 
戴宗の愛人。 

敵か味方かわからな 
い行動を取り、ミス 
テリアスな面を持つ。 


せい 

劉聖 

昇仙拳の S 年少。主人公 
より年下。 

拳法家として未熟なため 
常に足手まといになるが、 
何事にち必死で取り組み、 
健気な性格なので憎めない。 
メンバー全員に可愛がら 
れる弟的なポジション。 
実は鬼幻拳の一味で、戴 
宗を崇拝していたが、主 
人公と触れ合ううちに、 
スパイとして昇仙拳にい 
ることが苦痛に…。 


し J うせん 


昇仙 


VS. 


さけんけん 

鬼幻拳 
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鏡一「わ一い！やっ£来たんだね!侍ってたれだよ！ 
やっは「〕、 ill に Si _ Y に来てくれたんだよね！」 

鹄「バーカ。彼 y は>1■しと、とろけるよラに熱ぐこ 

刺激 m な奶に rg ちるために;1;たんた。ぞうだよな？」 

恭—「なに言つちゃって / l の、響!え一い！」 


n 「うわ！氷かけれなよ筋一つ、つ一か、博ちや/ X は涼し L ゝ顔してるよな 一 J 


m 「ふぶ、'どう w ヌる？ね x …… b にも、どう w えてるの？ 
なら気 w いてほしいな。なににって……、 

ちつと膀こ'目を rf こくれたらわかると思うよ」 



恭一•響「わ一、かっこいい一 …… j 
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_市171……あ、起こしに來てくれた/!ですか？ 

……実は、音っと米てくれる德ろラと思って待っ てい mh こす。 

あなたは W 、 のことが入—好きてす t のね？ 

疏 真っ赤ですよ。 t っと圻ぐこ_せてくたさい……さあ」 

抑崎「卉3:、ゼ/ I な暇はあ D ません。おい、打。原稿は描き終えたのか。 

描き終わるまてビこを離れるなよ。•ビして……終わったらさっさと來るれだ。 
g は、誰でもなく…… ft の B うことたけを聞いて、 W っこいれはいい」 

亮「……ぶう。どうなれた、終わったの/ r ? 

なら、'どんなところてまこついてないて、こっちへ来い。 

……張り切 D すきなくて良い。«張ってるのは……わかってるから。 

お前が來るまで、ここで待っている J 
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各 CD の収録内容 


応募期間 


安達亮&鈴岡蓮 

( cv : 宮野真守、朴璐美） 


2008 年 9 月 11 日〜 2009 年 3 月 31 日当日消印有効 

※締め切りを過ぎたものに関しては一切受け付けません。 


★オフィシャル CD 企画 ★ 


墨^^ ^， ㈣ , 

. ノ U 


『星空のコミックカーテン』の 
豪華キャラクター CD が登揚! 


— 




キャラクターソング X 2 曲•カラオケバージョン X 3 曲 
デュエットソング xl 曲 • ミニドラマ 


2008年10月20日発送予定 


mJt ^ 


服部響&カスティス恭一 

(CV: 関俊彦、柿原徹也） 


2008年〗〗月20日発送予定 


Candv 


応募方法 


轟木圭吾&神崎小次郎 

( cv : 緑川光、神谷浩史) 


2008年12月20日発送予定 


^ v ^ ノ 、了 ，、. 

^^BITTER Chopolate 


1 ご希望のディスクの応募券を切り取り、便箋等に貼り付けて下さい。 

2 CD —枚に付き2500円（消費税•送料込)分の無記名定額小為替をご用意下さい。 

CD を2種類ご希望の場合は500◦円分、3種類ご希望の場合は7500円分をご用意下さい。 
※定額小為替は郵便局で購入できます。小為替には何も書かないで下さい。 

※恐れ入りますが、送金料（手数料）はお客様でご負担いただけますよう、お願いいたします。 

3 住所•氏名 • 電話番号 • メールアドレス • 好きなキャラクターを便箋に明記の上、定額小為替を便箋 
で包み封筒に入れてください。発送方法は、配達記録の残る郵便局の「配達記録郵便」や宅配業 
者様で「記録」が残る形の送付形態で下記宛先までお送り下さい。お手数ですが、商品が到着する 
までは定額小為替金受領証醫を保管していただけますよう、お願いいたします。 

※お預かりした個人情報は商品の発送以外の目的には使用いたしません。 























































悄報料:月額 315 円（税込)有料会 ft 登録と 
無料会興登録の2コース 


http://d3iotbme ： c6m 


KSgigJlSC^fi 


SE 信予定! 


*? ブ l l # r _“ • SHf • 著 〆 口 

オ囂いニナ|し/べル塞杈 
*t 於 5 D 3 POVZ 女 ¥_ム 
公式モバイル*77%サイト！ 

※コンテンツは予告なく変更になる塌合がございます。 



vitammX tvolition 〇子評発売中 ) 


Sup#jr Hupf^monl boy^ goes cxi 


超最低問題児とのコミカル恋愛 “TOUCH” 

ノト'’、ノナし.… |価格_常臁」5,040円（税込） 


鈴木達央 
小野大輔 
鳥海浩輔 
岸尾だいすけ 
吉野裕行 
菅沼久義 
杉田智和 
井上和彦 
三宅健太 
織田優成 
宮田幸季 
阪口大助/他 


-Jj 




,< D 8 DS •ニンテンドー DS は任天堂の登録商嫌です 0 




TRY ?! 钬| 

iy ぬ） 允ん/^ 


新選紺の隊1:/こちと織りなす r^^ g.Ti^j Tdi 0円(税込 j 
傻く切ない恋物語が始まる一I 価格 CE® 6 , 51 。 円 ( 税込 》 


cv 

森田成 一 
散鲇肫太郎 
石田彰 
小西克幸 
森久保祥太郎 
三木眞一郎 
中并和哉 
松野太紀 
皆川純子 
櫻井孝宏/他 



• ディ-エスノ DS は任天;！の商標です, 


ネパッケージデザインは変更になる壜合がございます： 



http://d3-idol.jp 


携帯向け乙女ゲーム 


あなたは芸能事務所の見習 

プロデューサー 。 ノ 軟 

社長からの通達で、突然 7 人の 
アイドルをプ□デュさ名する事に! 


































club. 

nintendo 


クラブニンテンドーに入って、 

オリジナルグッズ © ET ! 


□ 


インターネットで「クラブニンテンドー」サイトに 

アクセスしてください。 

• URL は、携帯電話、パソコンともに共通です。 

^nttp://club.mntenao.jp/ 

• 携香電 s か^>のアクセスには、 厂 ， k ■ ■厂， 

右® qr コー k が利用で舍ます。 \m \El 

条ご利用の機種や使用条件によって 、 unKu L=rr 
読み取れない場合があります。 

まずは画面に従って、会黌登録 jSfejay 

してください • （2 豳_は麵リまぜん 。 LJ j 4 r * s £ 
この用紙の下にある 16 ケタのシリアルナンバーを入力。 

するとポイントを獲得できます。 

ポイントを集めると、クラブニンテンドーだけの 

オリジナルグッズと交換できます。 

ご注意 

•同じシリアルナンバーを使っての二重登録はできません。 


Q 

□ 


© お問い合わせは、最寄りの任天堂「お客様ご相談窓口」まで 

シリアルナンバー 

CMAJ 7ZSJ 丫 164 6TVT 


ポイント登録有効期限 

H09 908 227 


2010/09/30 


C-NTR-CMAJ-JPN 




